
今月の主な内容
P.2　平成２７年度いの町職員採用試験案内
P.5　地震火災対策重点推進地域の指定（ＪＲ線北側伊野地区）
P.6　地震への備えはできていますか

広報いのは再生紙を使用し、
大豆インクで印刷しています。

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

1歳6か月児健診、7か月児健診は個別に通知します。

保健行事予定表9月8月 8/11～9/10
8月１日～10日の予定は広報7月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

 ● 総人口　24,342（24,815）人
 ● 男　性　11,581（11,805）人
 ● 女　性　12,761（13,010）人
 ● 世帯数　10,829（10,891）世帯

（住民基本台帳人口による）

平成27年6月末日現在（　）内は前年同月末日※散歩中のフンは必ず持ち帰り処理をしてください。

いの町上下水道組合    090－9555－6246

町県民税　2期
国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　2期

問い合わせ 
高知県中央西福祉保健所  0889－22－2588
環境課  893－1160
吾北総合支所住民福祉課  867－2300
本川総合支所住民福祉課  869－2112

犬･猫に関する相談窓口 いの町の人口今 月 の 納 税

上下水道休日当番
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※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・大腸・胃）
※健診は一年に一回となっています。

健診の申し込みは電話でお願いします。
申込受付期間（月～金曜日8：30～17：15）に、ほけん福祉課（　893－3811）までお申し込み
ください。

内　　容 日　程 場　　所 受付時間
8/18（火）
8/25（火）
9/  1（火）
9/  8（火）
8/20（木）
9/  3（木）

おやこっこたいむ
（育児相談）

1歳6か月児健診
7か月児健診

天王コミュニティセンター
総合健康センター（ぐりぐらひろば）
枝川コミュニティセンター
天王コミュニティセンター
すこやかセンター伊野
すこやかセンター伊野

内　容 実施日 実施場所 受付時間 電話申込受付期間
10/4（日）
10/5（月）
10/6（火）

8：00～10：00 9/7（月）～ 9/11（金）健診

 

9：30～9：50

13：00～14：30
13：00～14：00

　2（日）
　9（日）
16（日）
23（日）
30（日）

さ く ら 病 院
関 田 病 院
仁 淀 病 院
田村カルディオクリニック
森 木 病 院

893－5111
893－0047
893－1551
893－5712
893－0014

892－0296
893－0047
893－5111
893－1551
893－0047
879－0222
893－1551

　6（日）
13（日）
20（日）
21（月）
22（火）
23（水）
27（日）

高 岡 内 科
関 田 病 院
さ く ら 病 院
仁 淀 病 院
関 田 病 院
とんぼクリニック
仁 淀 病 院

すこやかセンター伊野

8月 9月

2 0 1 5
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今月の写真：高知県総合防災訓練での航空自衛隊による傷病者搬送訓練の様子（下八川小学校）今月の写真：高知県総合防災訓練での航空自衛隊による傷病者搬送訓練の様子（下八川小学校）

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析
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平成27年度　いの町職員採用試験案内
◆ 問い合わせ ◆  総務課　 893－1113

１　採用予定職種、採用予定人員及び主な勤務先
採用予定職種及び試験区分 採用予定人員 主な勤務先

① 一般事務
② 一般事務（病院）
③ 一般事務（身体障害者）
④ 保育士
⑤ 看護師
⑥ 社会福祉士・介護支援専門員
⑦ 介護員
⑧ 薬剤師　※随時募集

4名程度
若干名
若干名
3名程度
2名程度
1名
2名程度
若干名

本庁又は総合支所
仁淀病院など
本庁又は総合支所
保育園又は幼稚園

仁淀病院など

２　受験資格
職　種 受　験　資　格

① 一般事務

② 一般事務（病院）

③ 一般事務
（身体障害者）

④ 保育士

⑤ 看護師

⑥ 社会福祉士・介護支援専門員

⑦ 介護員

⑧ 薬剤師

昭和61年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人

昭和61年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人

昭和61年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人で、次のすべての
要件を満たす人
（1）身体障害者手帳の交付を受けている人
（2）自力による通勤が可能で、介護人なしで通常業務遂行が可能な人
（3）活字印刷文による出題及び筆記による回答並びに口頭による試験
（面接）に対応が可能な人

昭和61年4月2日以降に生まれた人で、保育士及び幼稚園教諭の両資格を
有する人
（平成28年3月31日までに両資格取得見込みの者を含む。）

看護師の資格を有する人
（平成27年度国家試験合格見込みの人を含む。）

昭和61年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士及び介護支援専門員の
両資格を有する人
（平成28年3月31日までに資格を取得及び認定を受ける見込みの人を含む。）

昭和61年4月2日以降に生まれた人で、2級ヘルパー以上の認定を受けてい
る人又は2級ヘルパーと同等かそれ以上の資格（介護福祉士など）を有す
る人（平成28年3月31日までに認定を受け又は資格を取得する見込みの人
を含む。）

薬剤師の資格を有する人
（平成27年度国家試験合格見込みの人を含む。）
※随時募集していますので、お問い合わせください。

４　試験日、試験科目

※⑧薬剤師については、随時募集していますので、お問い合わせください。
※試験の開始時間、場所などについては、申込者に別途お知らせします。

区　分 試験区分及び種目試験日

第1次試験

第２次試験

10月18日（日）

別途通知

①一般事務

②一般事務（病院）

③一般事務（身体障害者）

④保育士

⑤看護師

⑥社会福祉士・介護支援専門員

⑦介護員

第１次試験合格者

適性検査、適応検査、教養試験

適性検査、適応検査、教養試験

適応検査、教養試験

適応検査、教養試験、専門試験

看護師適性検査、専門試験

適応検査、専門試験

適応検査、専門試験

作文、面接

（注）上記の受験資格を有する人であっても、次のいずれかの一つに該当する人は受験できません。 
　　　・成年被後見人及び被保佐人（禁治産又は準禁治産の宣告を受けた者を含む）
　　　・禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人 
　　　・いの町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない人 
　　　・日本国憲法施行の日（昭和22年5月3日）以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で

破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

３　受験手続
（１）申込書の配布場所
　　　　いの町役場総務課、吾北総合支所住民福祉課、本川総合支所住民福祉課、枝川出張所、八田

出張所、すこやかセンター伊野、仁淀病院
　　　　8月3日（月）から配布
（２）申込書の郵送による請求
　　　　あて先を明記し、120円切手を貼った返信用封筒（角2封筒）を同封して、封筒の表に「採

用試験申込書請求」と朱書きし、下記まで、請求してください。

　　　　　〒781-2192
　　　　　いの町1700番地1　　いの町役場総務課

（３）申し込みの方法
　　　　総務課へ持参又は郵送ください。
（４）受付期間
　　　　8月3日（月）～9月4日（金）
　　　　※土・日曜日を除き、8：30～17：15までの間受け付けます。
　　　　　郵送による申し込みは８月29日（土）までの消印のあるものに限り受け付けます。

５　合格発表時期
　　　（１）第１次試験
　　　　　　11月上旬の予定
　　　（２）最終合格発表
　　　　　　12月上旬の予定

６　採用予定日
　　　平成28年4月1日（欠員の状況により平成27年度中の採用となる場合があります。また、資格

取得見込みの方は、資格免許取得後に正式採用となる場合があります。）
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平成27年度　いの町職員採用試験案内
◆ 問い合わせ ◆  総務課　 893－1113

１　採用予定職種、採用予定人員及び主な勤務先
採用予定職種及び試験区分 採用予定人員 主な勤務先

① 一般事務
② 一般事務（病院）
③ 一般事務（身体障害者）
④ 保育士
⑤ 看護師
⑥ 社会福祉士・介護支援専門員
⑦ 介護員
⑧ 薬剤師　※随時募集

4名程度
若干名
若干名
3名程度
2名程度
1名
2名程度
若干名

本庁又は総合支所
仁淀病院など
本庁又は総合支所
保育園又は幼稚園

仁淀病院など

２　受験資格
職　種 受　験　資　格

① 一般事務

② 一般事務（病院）

③ 一般事務
（身体障害者）

④ 保育士

⑤ 看護師

⑥ 社会福祉士・介護支援専門員

⑦ 介護員

⑧ 薬剤師

昭和61年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人

昭和61年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人

昭和61年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人で、次のすべての
要件を満たす人
（1）身体障害者手帳の交付を受けている人
（2）自力による通勤が可能で、介護人なしで通常業務遂行が可能な人
（3）活字印刷文による出題及び筆記による回答並びに口頭による試験
（面接）に対応が可能な人

昭和61年4月2日以降に生まれた人で、保育士及び幼稚園教諭の両資格を
有する人
（平成28年3月31日までに両資格取得見込みの者を含む。）

看護師の資格を有する人
（平成27年度国家試験合格見込みの人を含む。）

昭和61年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士及び介護支援専門員の
両資格を有する人
（平成28年3月31日までに資格を取得及び認定を受ける見込みの人を含む。）

昭和61年4月2日以降に生まれた人で、2級ヘルパー以上の認定を受けてい
る人又は2級ヘルパーと同等かそれ以上の資格（介護福祉士など）を有す
る人（平成28年3月31日までに認定を受け又は資格を取得する見込みの人
を含む。）

薬剤師の資格を有する人
（平成27年度国家試験合格見込みの人を含む。）
※随時募集していますので、お問い合わせください。

４　試験日、試験科目

※⑧薬剤師については、随時募集していますので、お問い合わせください。
※試験の開始時間、場所などについては、申込者に別途お知らせします。

区　分 試験区分及び種目試験日

第1次試験

第２次試験

10月18日（日）

別途通知

①一般事務

②一般事務（病院）

③一般事務（身体障害者）

④保育士

⑤看護師

⑥社会福祉士・介護支援専門員

⑦介護員

第１次試験合格者

適性検査、適応検査、教養試験

適性検査、適応検査、教養試験

適応検査、教養試験

適応検査、教養試験、専門試験

看護師適性検査、専門試験

適応検査、専門試験

適応検査、専門試験

作文、面接

（注）上記の受験資格を有する人であっても、次のいずれかの一つに該当する人は受験できません。 
　　　・成年被後見人及び被保佐人（禁治産又は準禁治産の宣告を受けた者を含む）
　　　・禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人 
　　　・いの町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない人 
　　　・日本国憲法施行の日（昭和22年5月3日）以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で

破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

３　受験手続
（１）申込書の配布場所
　　　　いの町役場総務課、吾北総合支所住民福祉課、本川総合支所住民福祉課、枝川出張所、八田

出張所、すこやかセンター伊野、仁淀病院
　　　　8月3日（月）から配布
（２）申込書の郵送による請求
　　　　あて先を明記し、120円切手を貼った返信用封筒（角2封筒）を同封して、封筒の表に「採

用試験申込書請求」と朱書きし、下記まで、請求してください。

　　　　　〒781-2192
　　　　　いの町1700番地1　　いの町役場総務課

（３）申し込みの方法
　　　　総務課へ持参又は郵送ください。
（４）受付期間
　　　　8月3日（月）～9月4日（金）
　　　　※土・日曜日を除き、8：30～17：15までの間受け付けます。
　　　　　郵送による申し込みは８月29日（土）までの消印のあるものに限り受け付けます。

５　合格発表時期
　　　（１）第１次試験
　　　　　　11月上旬の予定
　　　（２）最終合格発表
　　　　　　12月上旬の予定

６　採用予定日
　　　平成28年4月1日（欠員の状況により平成27年度中の採用となる場合があります。また、資格

取得見込みの方は、資格免許取得後に正式採用となる場合があります。）
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平成27年6月1日から

自転車運転中に、危険なルール違反（危険行為）を繰り返すと
地震火災対策重点推進地域の指定（JR線北側伊野地区）地震火災対策重点推進地域の指定（JR線北側伊野地区）

自転車運転者講習を受けることとなっています自転車運転者講習を受けることとなっています
一定の危険行為
を反復

公安委員会からの
受講命令

※3年以内に2回以上

上記の違反以外に、
●通行禁止場所通行
●交差点優先車妨害
●環状交差点安全進行義務
●安全運転義務
　（脇見などで交通事故を起こした場合など）

●しゃ断踏切立入
●交差点安全進行義務
●歩行者用道路通行時の通行方法（徐行義務）
●路側帯における歩行者の通行妨害

講習を受講

命令に従わず講習を受講しないと
50,000円以下の罰金

講習の対象となる違反（危険行為）
信号無視 酒酔い運転

制動装置（ブレーキ）
不良自転車運転

通行区分（右側通行など） 歩道通行時の通行方法
（徐行義務など）

指定場所一時不停止

◆講習時間…3時間
◆講習手数料…5,700円

…が対象となります。

　6月18日に高知県は、いの町を含む県内11市町19地区を地震火災対策重点推進地域として指定しました。
　過去の災害では、地震発生後大規模な火災が発生し、被害が拡大しています。
　対策として、街路整備や建築物の不燃化、公園などオープンスペースの確保といった対策により火災に強い
まちづくりが必要となりますが、こういったハード整備には時間がかかります。そのため、地震火災について
は次の3点の取組が重要となります。

１．個人の家から火を出さない「出火防止」
２．個人や地域で初期消火を行う「延焼防止」
３．大規模火災となった場合でも命を守る「安全な避難」

谷、羽根町、大国町、西町、西地、公園町、幸町、元町、旭町、本町、大和町、加茂、柳町、
内野、菊楽、東町、新町、北山、駅前町、（天神町、駅東町）の一部

H27年度
・地区住民への説明（県・町）
・延焼シミュレーション、ハザードマップの作成（県）
・地震火災対策のリーフレットの作成（県）
・推進地区の特性把握の準備（町）
・住民アンケート、ワークショップの準備（町）

伊野地区

町丁目名地区名

H28年度
・住民アンケート、ワークショップの実施（町）
・地震火災対策計画の策定（町）

今後、町と県が協力して、重点地域を対象に、次のスケジュールで取組を進めます。今後の取組

地震火災対策を重点的に推進する地区の図面（黒線で囲んだ区域）

問い合わせ　土佐警察署　 852 ー 0110　いの警察庁舎　 893 ー 1234
なお、各違反の詳しい内容は高知県警察のホームページに掲載しています。
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平成27年6月1日から

自転車運転中に、危険なルール違反（危険行為）を繰り返すと
地震火災対策重点推進地域の指定（JR線北側伊野地区）地震火災対策重点推進地域の指定（JR線北側伊野地区）

自転車運転者講習を受けることとなっています自転車運転者講習を受けることとなっています
一定の危険行為
を反復

公安委員会からの
受講命令

※3年以内に2回以上

上記の違反以外に、
●通行禁止場所通行
●交差点優先車妨害
●環状交差点安全進行義務
●安全運転義務
　（脇見などで交通事故を起こした場合など）

●しゃ断踏切立入
●交差点安全進行義務
●歩行者用道路通行時の通行方法（徐行義務）
●路側帯における歩行者の通行妨害

講習を受講

命令に従わず講習を受講しないと
50,000円以下の罰金

講習の対象となる違反（危険行為）
信号無視 酒酔い運転

制動装置（ブレーキ）
不良自転車運転

通行区分（右側通行など） 歩道通行時の通行方法
（徐行義務など）

指定場所一時不停止

◆講習時間…3時間
◆講習手数料…5,700円

…が対象となります。

　6月18日に高知県は、いの町を含む県内11市町19地区を地震火災対策重点推進地域として指定しました。
　過去の災害では、地震発生後大規模な火災が発生し、被害が拡大しています。
　対策として、街路整備や建築物の不燃化、公園などオープンスペースの確保といった対策により火災に強い
まちづくりが必要となりますが、こういったハード整備には時間がかかります。そのため、地震火災について
は次の3点の取組が重要となります。

１．個人の家から火を出さない「出火防止」
２．個人や地域で初期消火を行う「延焼防止」
３．大規模火災となった場合でも命を守る「安全な避難」

谷、羽根町、大国町、西町、西地、公園町、幸町、元町、旭町、本町、大和町、加茂、柳町、
内野、菊楽、東町、新町、北山、駅前町、（天神町、駅東町）の一部

H27年度
・地区住民への説明（県・町）
・延焼シミュレーション、ハザードマップの作成（県）
・地震火災対策のリーフレットの作成（県）
・推進地区の特性把握の準備（町）
・住民アンケート、ワークショップの準備（町）

伊野地区

町丁目名地区名

H28年度
・住民アンケート、ワークショップの実施（町）
・地震火災対策計画の策定（町）

今後、町と県が協力して、重点地域を対象に、次のスケジュールで取組を進めます。今後の取組

地震火災対策を重点的に推進する地区の図面（黒線で囲んだ区域）

問い合わせ　土佐警察署　 852 ー 0110　いの警察庁舎　 893 ー 1234
なお、各違反の詳しい内容は高知県警察のホームページに掲載しています。
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地震への備えはできていますか
■問い合わせ　総務課　 893－1113　吾北総合支所住民福祉課　 867－2300　本川総合支所住民福祉課　 869－2112

　町では耐震改修設計費に3分の2（上限20万円）と耐震改修工事費に上限90万円、合計110万円の補助を実
施しています。ただ現行制度では、一旦申請者が、事業者に代金を全額支払う必要があり、金銭的負担が大き
いというご意見がありました。そのため、町では7月から耐震改修設計・工事代金について、設計事務所や工
事業者が申請者から委任を受け、補助金を町から直接受け取る「代理受領制度」を整備しました。
　下の図では、従前は、改修設計・工事代金として総額200万円自分で準備し、業者に支払った後、補助金の
請求をする必要がありましたが、代理受領制度を活用する場合、90万円準備し、残金の110万円は町から直接
事業者に支払うこととなります。
　是非、この制度の活用による耐震改修をご検討ください。

　阪神・淡路大震災では、死亡・ケガの原因の約８割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるものでした。
　家具の固定と家屋の耐震補強をすることで、揺れによる被害をほとんどなくすことができます。
　いの町では、自分で転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代金はご負担いただき、委託業者に取
り付け作業を依頼します。

　地震発生時には、消防機関がすぐに消火対応で
きない場合が想定されますので、まず火災を発生
させないことが重要です。
　また、火災が発生した場合は、消火器などで火
が小さいうちに消火し、身の危険を感じたら安全
な場所に避難しましょう。

②ガス・石油器具類からの出火防止
　ストーブなどのガス・石油器具類は、定期的な
清掃や安全点検を行うと共に、揺れや転倒によっ
て、自動的に火が消える安全装置付きの製品を購
入しましょう。
　また、ガスコンロやストーブの上に家具や衣類
が覆いかぶさった場合、火が消えていたとしても
余熱により出火する場合がありますので周辺に可
燃物が落下・転倒しない対策をとりましょう。

①電気火災の発生防止
　火災発生原因がはっきりしているものの内、阪
神大震災では約６割が電気に起因した火災となっ
ています。南海トラフ地震でも、強い揺れによっ
て、電熱器具などからの出火や、停電後の復電時
に電気器具からの出火が懸念されます。
　電気関係の出火を防ぐには避難時にブレーカー
を落とし電気を遮断することが最も効果的です。
　自宅はもちろんですが、避難する際は、隣近所
にも積極的にブレーカー遮断の声掛けを行うこと
が火災発生防止につながります。

③住宅損壊・家具転倒による出火防止
　住宅が損壊すると家屋の部材が火気に接触し、
出火することがあります。何より家屋倒壊や家具
転倒により、初期消火ができない場合や、避難行
動ができず、自らの命の安全を確保することが困
難となります。
　町では、昭和56年５月以前の住宅への耐震診
断、改修への補助を実施しています。また家具転
倒防止対策も本年度から全世帯を対象に補助をし
ていますので積極的な揺れ対策をしましょう。

総額200万円の
支払い

　申請書の提出
→　取付可否の判断
→　決定通知書の送付
→　委託業者の現地確認
→　取付作業
→　事業完了

改正後 総額200万円の内
90万円の支払い

110万円代理
受領者に支払い

110万円
助成

重いものを下の方に収納する 家族の生活空間をできるだけ家具と引き離す

寝ている場所の安全を確保する　　 家具が倒れたとき、避難経路を塞がないようにする

1．耐震改修工事に係る代理受領について

３．家具の配置場所などについても見直しをしましょう

４．火災から身を守る ２．家具転倒防止事業の募集について

対 象 者
固 定 箇 所 数
その他注意事項

全世帯
一世帯につき５か所まで。
・取付金具代金は自己負担となります。
・家具の柱、壁などの補強は行いません。
・借屋などの場合、家屋の所有者又は管理者の
承諾が必要となります。
・設置後、必ず転倒しないことを保障するもの
ではありません。

設計事務所
・工事業者

助成対象者

町
設計事務所
・工事業者

助成対象者

町

事業の流れ
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地震への備えはできていますか
■問い合わせ　総務課　 893－1113　吾北総合支所住民福祉課　 867－2300　本川総合支所住民福祉課　 869－2112

　町では耐震改修設計費に3分の2（上限20万円）と耐震改修工事費に上限90万円、合計110万円の補助を実
施しています。ただ現行制度では、一旦申請者が、事業者に代金を全額支払う必要があり、金銭的負担が大き
いというご意見がありました。そのため、町では7月から耐震改修設計・工事代金について、設計事務所や工
事業者が申請者から委任を受け、補助金を町から直接受け取る「代理受領制度」を整備しました。
　下の図では、従前は、改修設計・工事代金として総額200万円自分で準備し、業者に支払った後、補助金の
請求をする必要がありましたが、代理受領制度を活用する場合、90万円準備し、残金の110万円は町から直接
事業者に支払うこととなります。
　是非、この制度の活用による耐震改修をご検討ください。

　阪神・淡路大震災では、死亡・ケガの原因の約８割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるものでした。
　家具の固定と家屋の耐震補強をすることで、揺れによる被害をほとんどなくすことができます。
　いの町では、自分で転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代金はご負担いただき、委託業者に取
り付け作業を依頼します。

　地震発生時には、消防機関がすぐに消火対応で
きない場合が想定されますので、まず火災を発生
させないことが重要です。
　また、火災が発生した場合は、消火器などで火
が小さいうちに消火し、身の危険を感じたら安全
な場所に避難しましょう。

②ガス・石油器具類からの出火防止
　ストーブなどのガス・石油器具類は、定期的な
清掃や安全点検を行うと共に、揺れや転倒によっ
て、自動的に火が消える安全装置付きの製品を購
入しましょう。
　また、ガスコンロやストーブの上に家具や衣類
が覆いかぶさった場合、火が消えていたとしても
余熱により出火する場合がありますので周辺に可
燃物が落下・転倒しない対策をとりましょう。

①電気火災の発生防止
　火災発生原因がはっきりしているものの内、阪
神大震災では約６割が電気に起因した火災となっ
ています。南海トラフ地震でも、強い揺れによっ
て、電熱器具などからの出火や、停電後の復電時
に電気器具からの出火が懸念されます。
　電気関係の出火を防ぐには避難時にブレーカー
を落とし電気を遮断することが最も効果的です。
　自宅はもちろんですが、避難する際は、隣近所
にも積極的にブレーカー遮断の声掛けを行うこと
が火災発生防止につながります。

③住宅損壊・家具転倒による出火防止
　住宅が損壊すると家屋の部材が火気に接触し、
出火することがあります。何より家屋倒壊や家具
転倒により、初期消火ができない場合や、避難行
動ができず、自らの命の安全を確保することが困
難となります。
　町では、昭和56年５月以前の住宅への耐震診
断、改修への補助を実施しています。また家具転
倒防止対策も本年度から全世帯を対象に補助をし
ていますので積極的な揺れ対策をしましょう。

総額200万円の
支払い

　申請書の提出
→　取付可否の判断
→　決定通知書の送付
→　委託業者の現地確認
→　取付作業
→　事業完了

改正後 総額200万円の内
90万円の支払い

110万円代理
受領者に支払い

110万円
助成

重いものを下の方に収納する 家族の生活空間をできるだけ家具と引き離す

寝ている場所の安全を確保する　　 家具が倒れたとき、避難経路を塞がないようにする

1．耐震改修工事に係る代理受領について

３．家具の配置場所などについても見直しをしましょう

４．火災から身を守る ２．家具転倒防止事業の募集について

対 象 者
固 定 箇 所 数
その他注意事項

全世帯
一世帯につき５か所まで。
・取付金具代金は自己負担となります。
・家具の柱、壁などの補強は行いません。
・借屋などの場合、家屋の所有者又は管理者の
承諾が必要となります。
・設置後、必ず転倒しないことを保障するもの
ではありません。

設計事務所
・工事業者

助成対象者

町
設計事務所
・工事業者

助成対象者

町

事業の流れ



広報いの 2015 8月号  89  広報いの 2015 8月号

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

⑤
土
砂
災
害
避
難
訓
練
、
学
習
会

（
神
谷
小
・
中
学
校
体
育
館
）

　
神
谷
地
区
に
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
高
ま
っ
た
と
し
て
、
訓
練
避

難
勧
告
を
発
令
し
、
避
難
訓
練
完

了
後
、
神
谷
小
・
中
学
校
で
土
砂

災
害
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
メ
イ
ン
会
場
で
の
訓
練
】

　
メ
イ
ン
会
場
の
高
知
新
港
で
は

高
知
県
中
部
地
域
の
消
防
団
員
が

集
結
し
、
水
防
工
法
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
い
の
町
消
防
団
も
30

名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
７
月
５
日
、
高
知
県
消
防
学
校

で
平
成
27
年
度
仁
淀
消
防
連
合
会

消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仁
淀
消
防
連
合
会
は
、
い
の
町
消

防
団
、
日
高
村
消
防
団
、
仁
淀
消

防
組
合
で
組
織
さ
れ
、
消
防
技
術

の
向
上
と
各
機
関
の
連
携
を
図
る

た
め
に
各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
演
習
で
は
、
消
防
団
の
操

法
大
会
と
消
防
職
員
及
び
消
防
団

員
に
よ
る
実
践
競
技
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
操
法
大
会
は
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
枝
川
分
団
が
優
勝

し
、
10
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
競
技
に
先
立
ち
、
仁
淀
消

防
連
合
会
の
優
良
消
防
職
・
団
員

へ
の
定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
い
の

町
消
防
団
で
は
団
員
15
名
が
優
良

団
員
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
競
技
結
果
〉

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
準
優
勝
　
南
分
団
八
田
部
A

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
勝
　
　
枝
川
分
団

　
準
優
勝
　
上
八
川
分
団

〈
優
良
団
員
表
彰
〉

伊
野
方
面
隊

神
谷
分
団
団
員
　
　
筒
井
　
　
寛

三
瀬
分
団
団
員
　
　
村
木
　
一
元

吾
北
方
面
隊

清
水
分
団
団
員
　
　
川
村
　
晃
仁

上
八
川
分
団
班
長
　
田
岡
　
隆
一

上
八
川
分
団
団
員
　

　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
喜
代
志

上
八
川
分
団
団
員
　
松
丸
　
　
博

上
八
川
分
団
団
員
　
川
村
　
武
蔵

上
八
川
分
団
団
員
　
片
岡
　
健
明

小
川
分
団
団
員
　
　
津
賀
　
泰
行

小
川
分
団
団
員
　
　
伊
藤
　
　
健

小
川
分
団
団
員
　
　
岡
林
　
大
樹

小
川
分
団
団
員
　
　
大
久
保
　
潔

小
川
分
団
団
員
　
　
藤
田
　
保
志

小
川
分
団
団
員
　
　
小
西
　
健
悟

下
八
川
分
団
団
員
　
中
岡
　
寿
幸

 
新
入
団
員
の
紹
介

　
新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

伊
野
方
面
隊

　
枝
川
分
団
　
　
　
曽
我
部
昭
人

　
町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、
健

康
で
使
命
感
あ
ふ
れ
る
18
歳
以
上

の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
又
は
仁

淀
消
防
組
合
（
　
８
９
３

－

３
２

２
１
　
消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

仁
淀
消
防
連
合
夏
季
演
習
が

開
催
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

　
６
月
７
日
、
高
知
県
総
合
防
災

訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
は
高
知
新
港
で
し

た
が
、
い
の
町
で
は
次
の
と
お
り

町
内
各
所
で
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

①
物
資
搬
送
訓
練
（
本
川
松
枝
ヘ

リ
ポ
ー
ト
）

　
高
知
県
総
合
防
災
拠
点
で
あ
る

春
野
運
動
公
園
か
ら
、
陸
上
自
衛

隊
ヘ
リ
に
よ
る
物
資
搬
送
・
受
領

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
傷
病
者
搬
送
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓

練
（
下
八
川
小
学
校
）

　
下
八
川
小
学
校
で
、
地
震
に
よ

る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
傷
病
者
救

出
、
搬
送
、
消
火
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
は
怪
我
の

程
度
や
意
識
の
有
無
に
よ
り
、
ト

リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し
、
各
エ
リ
ア

に
搬
送
さ
れ
応
急
処
置
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
重
症
者
に
つ
い
て
は
、
航

空
自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ
り
伊
野
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。

③
伊
野
中
学
校
ヘ
リ
離
発
着
訓
練

　
ヘ
リ
の
離
着
陸
に
併
せ
て
、
消

防
団
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
広
報

訓
練
及
び
防
災
行
政
無
線
拡
声
子

局
下
で
の
広
報
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
消
防
団
が
事
前
に
散
水
を
実
施

し
、
ま
ず
高
知
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
離
着
陸
後
、
航
空
自
衛
隊
ヘ
リ

が
下
八
川
小
学
校
か
ら
の
患
者
を

搬
送
し
ま
し
た
。

　
ま
た
短
い
時
間
で
し
た
が
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
見
学
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

④
ヘ
リ
サ
イ
ン
訓
練
（
神
谷
中
学

校
、
下
八
川
小
学
校
、
吾
北
中
学

校
、
本
川
中
学
校
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
国
土
交
通
省
「
愛
ラ
ン
ド
号
」

が
仁
淀
川
を
遡
上
し
、
上
空
か
ら

各
地
域
の
ヘ
リ
サ
イ
ン
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
地
上
部
で
は
、
対
空
表
示
を
ラ

イ
ン
カ
ー
や
消
防
ホ
ー
ス
を
使
用

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
ま
た

消
防
車
の
回
転
灯
や
発
煙
筒
を
使

用
し
て
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

下八川小学校

吾北中学校本川中学校

神谷中学校

 

男
女
消
防
団
員
募
集
！！

  

〜
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
〜
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

⑤
土
砂
災
害
避
難
訓
練
、
学
習
会

（
神
谷
小
・
中
学
校
体
育
館
）

　
神
谷
地
区
に
土
砂
災
害
の
危
険

性
が
高
ま
っ
た
と
し
て
、
訓
練
避

難
勧
告
を
発
令
し
、
避
難
訓
練
完

了
後
、
神
谷
小
・
中
学
校
で
土
砂

災
害
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
メ
イ
ン
会
場
で
の
訓
練
】

　
メ
イ
ン
会
場
の
高
知
新
港
で
は

高
知
県
中
部
地
域
の
消
防
団
員
が

集
結
し
、
水
防
工
法
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
い
の
町
消
防
団
も
30

名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
７
月
５
日
、
高
知
県
消
防
学
校

で
平
成
27
年
度
仁
淀
消
防
連
合
会

消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仁
淀
消
防
連
合
会
は
、
い
の
町
消

防
団
、
日
高
村
消
防
団
、
仁
淀
消

防
組
合
で
組
織
さ
れ
、
消
防
技
術

の
向
上
と
各
機
関
の
連
携
を
図
る

た
め
に
各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
演
習
で
は
、
消
防
団
の
操

法
大
会
と
消
防
職
員
及
び
消
防
団

員
に
よ
る
実
践
競
技
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
操
法
大
会
は
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
枝
川
分
団
が
優
勝

し
、
10
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
競
技
に
先
立
ち
、
仁
淀
消

防
連
合
会
の
優
良
消
防
職
・
団
員

へ
の
定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
い
の

町
消
防
団
で
は
団
員
15
名
が
優
良

団
員
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
競
技
結
果
〉

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
準
優
勝
　
南
分
団
八
田
部
A

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
勝
　
　
枝
川
分
団

　
準
優
勝
　
上
八
川
分
団

〈
優
良
団
員
表
彰
〉

伊
野
方
面
隊

神
谷
分
団
団
員
　
　
筒
井
　
　
寛

三
瀬
分
団
団
員
　
　
村
木
　
一
元

吾
北
方
面
隊

清
水
分
団
団
員
　
　
川
村
　
晃
仁

上
八
川
分
団
班
長
　
田
岡
　
隆
一

上
八
川
分
団
団
員
　

　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
喜
代
志

上
八
川
分
団
団
員
　
松
丸
　
　
博

上
八
川
分
団
団
員
　
川
村
　
武
蔵

上
八
川
分
団
団
員
　
片
岡
　
健
明

小
川
分
団
団
員
　
　
津
賀
　
泰
行

小
川
分
団
団
員
　
　
伊
藤
　
　
健

小
川
分
団
団
員
　
　
岡
林
　
大
樹

小
川
分
団
団
員
　
　
大
久
保
　
潔

小
川
分
団
団
員
　
　
藤
田
　
保
志

小
川
分
団
団
員
　
　
小
西
　
健
悟

下
八
川
分
団
団
員
　
中
岡
　
寿
幸

 

新
入
団
員
の
紹
介

　
新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

伊
野
方
面
隊

　
枝
川
分
団
　
　
　
曽
我
部
昭
人

　
町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、
健

康
で
使
命
感
あ
ふ
れ
る
18
歳
以
上

の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
又
は
仁

淀
消
防
組
合
（
　
８
９
３

－

３
２

２
１
　
消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

仁
淀
消
防
連
合
夏
季
演
習
が

開
催
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

　
６
月
７
日
、
高
知
県
総
合
防
災

訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
は
高
知
新
港
で
し

た
が
、
い
の
町
で
は
次
の
と
お
り

町
内
各
所
で
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

①
物
資
搬
送
訓
練
（
本
川
松
枝
ヘ

リ
ポ
ー
ト
）

　
高
知
県
総
合
防
災
拠
点
で
あ
る

春
野
運
動
公
園
か
ら
、
陸
上
自
衛

隊
ヘ
リ
に
よ
る
物
資
搬
送
・
受
領

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
傷
病
者
搬
送
、
ト
リ
ア
ー
ジ
訓

練
（
下
八
川
小
学
校
）

　
下
八
川
小
学
校
で
、
地
震
に
よ

る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
傷
病
者
救

出
、
搬
送
、
消
火
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
搬
送
さ
れ
た
傷
病
者
は
怪
我
の

程
度
や
意
識
の
有
無
に
よ
り
、
ト

リ
ア
ー
ジ
を
実
施
し
、
各
エ
リ
ア

に
搬
送
さ
れ
応
急
処
置
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
重
症
者
に
つ
い
て
は
、
航

空
自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ
り
伊
野
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。

③
伊
野
中
学
校
ヘ
リ
離
発
着
訓
練

　
ヘ
リ
の
離
着
陸
に
併
せ
て
、
消

防
団
に
よ
る
周
辺
地
域
へ
の
広
報

訓
練
及
び
防
災
行
政
無
線
拡
声
子

局
下
で
の
広
報
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
消
防
団
が
事
前
に
散
水
を
実
施

し
、
ま
ず
高
知
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
離
着
陸
後
、
航
空
自
衛
隊
ヘ
リ

が
下
八
川
小
学
校
か
ら
の
患
者
を

搬
送
し
ま
し
た
。

　
ま
た
短
い
時
間
で
し
た
が
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
見
学
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

④
ヘ
リ
サ
イ
ン
訓
練
（
神
谷
中
学

校
、
下
八
川
小
学
校
、
吾
北
中
学

校
、
本
川
中
学
校
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
国
土
交
通
省
「
愛
ラ
ン
ド
号
」

が
仁
淀
川
を
遡
上
し
、
上
空
か
ら

各
地
域
の
ヘ
リ
サ
イ
ン
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
地
上
部
で
は
、
対
空
表
示
を
ラ

イ
ン
カ
ー
や
消
防
ホ
ー
ス
を
使
用

し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
ま
た

消
防
車
の
回
転
灯
や
発
煙
筒
を
使

用
し
て
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

下八川小学校

吾北中学校本川中学校

神谷中学校

 

男
女
消
防
団
員
募
集
！！

  

〜
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
〜
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

８
月
２
日
（
日
）

　
仁
淀
川
祭
り
警
備

　
　
　
　（
三
瀬
・
神
谷
分
団
）

８
月
９
日
（
日
）

　
伊
野
方
面
隊
部
長
以
上
研
修
会

　
　
　
　（
土
佐
和
紙
工
芸
村
）

８
月
16
日
（
日
）

吾
北
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
花
火

大
会
警
備

　
　
　
　（
下
八
川
分
団
）

８
月
23
日
（
日
）

　
新
入
団
員
教
育
訓
練

　
　
　
　（
消
防
学
校
）

８
月
30
日
（
日
）

　
い
の
町
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　（
町
内
各
所
）

　
い
の
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

の
伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
が
、
６

月
13
、
14
、
20
、
21
日
に
宿
毛
市

で
開
催
さ
れ
た
第
37
回
さ
わ
や
か

杯
高
知
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
小
学
５
年
生
の
高
知
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
本
大
会
に
は

県
内
45
チ
ー
ム
が
参
加
。
伊
野
ラ

イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
は
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
全
力

プ
レ
ー
で
頑
張
り
ま
し
た
。

出
場
メ
ン
バ
ー

　
　
大
川
　
　
陽
（
川
内
小
５
年
）

　
　
菊
地
　
航
矢
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
菊
地
　
琉
汰
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
島
田
　
陣
汰
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
田
村
　
　
煌
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
田
村
　
　
有
（
川
内
小
５
年
）

　
　
中
島
　
佳
那
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
藤
田
　
大
翔
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
森
田
　
大
輝
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
佐
々
木
蓮
斗
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
田
村
　
歩
夢
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
西
内
　
泰
誠
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
御
庄
　
泰
佐
（
伊
野
小
４
年
）

 （
学
年
・
五
十
音
順
）

　
6
月
28
日
、
第
34
回
中
央
地
区

文
化
交
流
発
表
会
（
東
西
南
北
ま

わ
り
舞
台
）
が
い
の
町
役
場
本
庁

舎
内
「
い
の
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
10
時
か
ら
の
開
会
行

事
に
引
き
続
い
て
、
吾
北
地
区
の

清
流
太
鼓
を
皮
切
り
に
、
8
市
町

村
に
よ
る
三
味
線
、
舞
踊
、
詩
吟
、

一
弦
琴
、
歌
謡
曲
、
マ
ジ
ッ
ク
、

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
多
彩
な
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
観
客
席
も
満
席
に
な
る

な
ど
、
関
係
各
所
の
ご
尽
力
に
よ

り
盛
況
の
内
に
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
央
地
区
文
化
協
会

　
5
月
22
日
に
伊
野
南
小
学
校
、

6
月
19
日
に
枝
川
小
学
校
で
、
高

知
県
職
員
な
ど
に
よ
る
出
前
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
8
月
の
浸
水
被
害
を
受
け

て
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
枝

川
地
区
、
八
田
地
区
の
河
川
に
つ

い
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
河
川
の

は
ん
濫
原
因
を
知
り
、
河
川
工
事

の
必
要
性
や
排
水
機
場
の
役
割
、

貴
重
植
物
の
保
護
に
つ
い
て
も
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
室
内
で
授
業
を
行
っ

た
後
、
伊
野
南
小
学
校
で
は
、
河

川
で
の
水
質
調
査
、
貴
重
植
物
・

水
生
生
物
に
つ
い
て
の
学
習
を
行

う
と
と
も
に
、
河
川
改
修
工
事
完

了
箇
所
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
理
解
し
て
も
ら
い
、
建
設
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
枝
川
小
学
校
で
は
降

雨
体
験
装
置
・
土
石
流
3
D
体
感

シ
ア
タ
ー
に
よ
る
疑
似
体
験
を
行

い
、
自
然
災
害
に
対
す
る
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
高
知
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
課
と
協
働
し
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
危
機
管

理
の
啓
発
を
図
り
、
自
助
・
共
助

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
土
木
課

８
９
３－

１
１
１
６

伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
　

第
37
回
さ
わ
や
か
杯
高
知
県

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
3
位
入
賞

ニ
ュ
ー
ス

環
境
・
防
災
学
習
に
つ
い
て
の

出
前
授
業
を
実
施

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室
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５
月
26
日
に
株
式
会
社
四
国
銀

行
と
「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
町
と
四
国
銀
行

の
相
互
の
業
務
に
お
い
て
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
産

業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
観
光
振
興
、
外
商
関
連
、

農
林
関
連
、
企
業
誘
致
、
商
業
振

興
、
そ
の
ほ
か
町
の
産
業
振
興
に

関
す
る
分
野
で
の
連
携
・
協
力
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
経
済
課８

９
３－

１
１
１
５

　
5
月
29
日
、
国
際
公
共
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
（
田
中
直
毅
理
事
長
）

の
地
域
再
生
研
究
会
（
座
長
　
隅

修
三
　
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
17
名
が
い
の

町
清
水
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
の
産
業
振
興
と
雇
用

の
創
造
に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済

の
循
環
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う

な
、
地
域
の
再
生
に
資
す
る
取
組

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
、
当
地
区

に
お
い
て
、
家
族
経
営
に
よ
り
積

極
的
に
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い

る
林
業
家
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
入
り
前
の
晴
天
の
下
、
町

森
林
政
策
課
担
当
職
員
か
ら
町
の

森
林
整
備
の
取
組
概
要
の
説
明

後
、
林
業
家
に
よ
る
伐
採
木
の
搬

出
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
今
後
、
今
回
の
視

察
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
再

生
の
背
景
や
対
策
に
つ
い
て
論
議

を
行
い
提
言
書
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
林
政
策
課

　（
吾
北
総
合
支
所
内
）

8
6
7－

2
3
2
2

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
沿
岸
地
域
を
襲
っ
た
大
津
波

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
つ
い
て
も
、
そ
の
発
生

確
率
は
、
今
後
30
年
以
内
に
70
％

程
度
と
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
備
え
を
し
っ

か
り
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
で
も
8
月
30
日
（
日
）
に
旧

町
村
単
位
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
「
県
内
一
斉
避
難
訓

練
」
及
び
「
地
域
の
み
ん
な
で
自

主
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
を
使
用

し
た
下
記
内
容
の
緊
急
地
震
速
報

を
町
内
全
域
で
放
送
す
る
予
定
で

す
。
緊
急
地
震
速
報
が
聞
こ
え
た

場
合
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
会
場

・
伊
野
地
区
／
枝
川
小
学
校

・
吾
北
地
区
／
上
東
小
学
校

・
本
川
地
区
／
全
域

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
地
区

の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
自

身
の
地
震
に
対
す
る
備
え
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
放
送
内
容

９
時
（
緊
急
地
震
速
報
）

　
※
上
東
小
学
校
は
８
時
45
分

　（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」

（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
）

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。」　
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

９
時
３
分
（
震
度
速
報
）

　
※
上
東
小
学
校
は
８
時
48
分

　（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
火
の
始
末
を
し
て
く
だ

さ
い
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
付
け

て
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」

×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

第
34
回
東
西
南
北
ま
わ
り

舞
台
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス

「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス

国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が

い
の
町
の
林
業
家
を
視
察

ニ
ュ
ー
ス

「
県
内
一
斉
避
難
訓
練
」
及
び

「
地
域
の
み
ん
な
で
自
主
防
災

訓
練
」
の
実
施
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

8
月
の
消
防
団
行
事
予
定
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

８
月
２
日
（
日
）

　
仁
淀
川
祭
り
警
備

　
　
　
　（
三
瀬
・
神
谷
分
団
）

８
月
９
日
（
日
）

　
伊
野
方
面
隊
部
長
以
上
研
修
会

　
　
　
　（
土
佐
和
紙
工
芸
村
）

８
月
16
日
（
日
）

吾
北
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
花
火

大
会
警
備

　
　
　
　（
下
八
川
分
団
）

８
月
23
日
（
日
）

　
新
入
団
員
教
育
訓
練

　
　
　
　（
消
防
学
校
）

８
月
30
日
（
日
）

　
い
の
町
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　（
町
内
各
所
）

　
い
の
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

の
伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
が
、
６

月
13
、
14
、
20
、
21
日
に
宿
毛
市

で
開
催
さ
れ
た
第
37
回
さ
わ
や
か

杯
高
知
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
小
学
５
年
生
の
高
知
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
本
大
会
に
は

県
内
45
チ
ー
ム
が
参
加
。
伊
野
ラ

イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
は
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
全
力

プ
レ
ー
で
頑
張
り
ま
し
た
。

出
場
メ
ン
バ
ー

　
　
大
川
　
　
陽
（
川
内
小
５
年
）

　
　
菊
地
　
航
矢
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
菊
地
　
琉
汰
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
島
田
　
陣
汰
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
田
村
　
　
煌
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
田
村
　
　
有
（
川
内
小
５
年
）

　
　
中
島
　
佳
那
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
藤
田
　
大
翔
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
森
田
　
大
輝
（
伊
野
小
５
年
）

　
　
佐
々
木
蓮
斗
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
田
村
　
歩
夢
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
西
内
　
泰
誠
（
伊
野
小
４
年
）

　
　
御
庄
　
泰
佐
（
伊
野
小
４
年
）

 （
学
年
・
五
十
音
順
）

　
6
月
28
日
、
第
34
回
中
央
地
区

文
化
交
流
発
表
会
（
東
西
南
北
ま

わ
り
舞
台
）
が
い
の
町
役
場
本
庁

舎
内
「
い
の
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
10
時
か
ら
の
開
会
行

事
に
引
き
続
い
て
、
吾
北
地
区
の

清
流
太
鼓
を
皮
切
り
に
、
8
市
町

村
に
よ
る
三
味
線
、
舞
踊
、
詩
吟
、

一
弦
琴
、
歌
謡
曲
、
マ
ジ
ッ
ク
、

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
多
彩
な
芸
能
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
観
客
席
も
満
席
に
な
る

な
ど
、
関
係
各
所
の
ご
尽
力
に
よ

り
盛
況
の
内
に
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
央
地
区
文
化
協
会

　
5
月
22
日
に
伊
野
南
小
学
校
、

6
月
19
日
に
枝
川
小
学
校
で
、
高

知
県
職
員
な
ど
に
よ
る
出
前
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
8
月
の
浸
水
被
害
を
受
け

て
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
枝

川
地
区
、
八
田
地
区
の
河
川
に
つ

い
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
河
川
の

は
ん
濫
原
因
を
知
り
、
河
川
工
事

の
必
要
性
や
排
水
機
場
の
役
割
、

貴
重
植
物
の
保
護
に
つ
い
て
も
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
室
内
で
授
業
を
行
っ

た
後
、
伊
野
南
小
学
校
で
は
、
河

川
で
の
水
質
調
査
、
貴
重
植
物
・

水
生
生
物
に
つ
い
て
の
学
習
を
行

う
と
と
も
に
、
河
川
改
修
工
事
完

了
箇
所
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
、

ハ
ー
ド
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
理
解
し
て
も
ら
い
、
建
設
業
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
枝
川
小
学
校
で
は
降

雨
体
験
装
置
・
土
石
流
3
D
体
感

シ
ア
タ
ー
に
よ
る
疑
似
体
験
を
行

い
、
自
然
災
害
に
対
す
る
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
高
知
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
策
課
と
協
働
し
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
危
機
管

理
の
啓
発
を
図
り
、
自
助
・
共
助

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
土
木
課

８
９
３－

１
１
１
６

伊
野
ラ
イ
ジ
ン
グ
Ｆ
Ｃ
　

第
37
回
さ
わ
や
か
杯
高
知
県

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
3
位
入
賞

ニ
ュ
ー
ス

環
境
・
防
災
学
習
に
つ
い
て
の

出
前
授
業
を
実
施

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室
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５
月
26
日
に
株
式
会
社
四
国
銀

行
と
「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
町
と
四
国
銀
行

の
相
互
の
業
務
に
お
い
て
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
産

業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
観
光
振
興
、
外
商
関
連
、

農
林
関
連
、
企
業
誘
致
、
商
業
振

興
、
そ
の
ほ
か
町
の
産
業
振
興
に

関
す
る
分
野
で
の
連
携
・
協
力
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

 

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
経
済
課８

９
３－

１
１
１
５

　
5
月
29
日
、
国
際
公
共
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
（
田
中
直
毅
理
事
長
）

の
地
域
再
生
研
究
会
（
座
長
　
隅

修
三
　
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
17
名
が
い
の

町
清
水
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
の
産
業
振
興
と
雇
用

の
創
造
に
つ
な
が
り
、
地
域
経
済

の
循
環
が
持
続
可
能
と
な
る
よ
う

な
、
地
域
の
再
生
に
資
す
る
取
組

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
、
当
地
区

に
お
い
て
、
家
族
経
営
に
よ
り
積

極
的
に
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い

る
林
業
家
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
入
り
前
の
晴
天
の
下
、
町

森
林
政
策
課
担
当
職
員
か
ら
町
の

森
林
整
備
の
取
組
概
要
の
説
明

後
、
林
業
家
に
よ
る
伐
採
木
の
搬

出
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
今
後
、
今
回
の
視

察
内
容
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
再

生
の
背
景
や
対
策
に
つ
い
て
論
議

を
行
い
提
言
書
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
林
政
策
課

　（
吾
北
総
合
支
所
内
）

8
6
7－

2
3
2
2

　
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
沿
岸
地
域
を
襲
っ
た
大
津
波

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
つ
い
て
も
、
そ
の
発
生

確
率
は
、
今
後
30
年
以
内
に
70
％

程
度
と
確
実
に
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
備
え
を
し
っ

か
り
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
町
で
も
8
月
30
日
（
日
）
に
旧

町
村
単
位
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
「
県
内
一
斉
避
難
訓

練
」
及
び
「
地
域
の
み
ん
な
で
自

主
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
を
使
用

し
た
下
記
内
容
の
緊
急
地
震
速
報

を
町
内
全
域
で
放
送
す
る
予
定
で

す
。
緊
急
地
震
速
報
が
聞
こ
え
た

場
合
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
会
場

・
伊
野
地
区
／
枝
川
小
学
校

・
吾
北
地
区
／
上
東
小
学
校

・
本
川
地
区
／
全
域

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
地
区

の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
自

身
の
地
震
に
対
す
る
備
え
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
放
送
内
容

９
時
（
緊
急
地
震
速
報
）

　
※
上
東
小
学
校
は
８
時
45
分

　（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。」

（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
）

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
。」　
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

９
時
３
分
（
震
度
速
報
）

　
※
上
東
小
学
校
は
８
時
48
分

　（
の
ぼ
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
。
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
火
の
始
末
を
し
て
く
だ

さ
い
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
付
け

て
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
。」

×
３
回

「
こ
ち
ら
は
い
の
町
役
場
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
。」（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

第
34
回
東
西
南
北
ま
わ
り

舞
台
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス

「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス

国
際
公
共
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が

い
の
町
の
林
業
家
を
視
察

ニ
ュ
ー
ス

「
県
内
一
斉
避
難
訓
練
」
及
び

「
地
域
の
み
ん
な
で
自
主
防
災

訓
練
」
の
実
施
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

8
月
の
消
防
団
行
事
予
定
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
な
い
と
8
月
以
降
の
手

当
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、

8
月
上
旬
ま
で
に
文
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

児
童
扶
養
手
当

　
8
月
3
日
（
月
）
〜

　
　
8
月
31
日
（
月
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
8
月
11
日
（
火
）
〜

　
　
9
月
10
日
（
木
）

土
、
日
曜
日
を
除
く
8
時
30
分
〜

17
時
15
分
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
必
要
な
物

・
印
鑑

・
手
当
証
書

・
現
況
届
・
所
得
状
況
届
各
様
式

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
み
）

・
平
成
27
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
さ
れ
た
方
の
み
）

　
そ
の
ほ
か
、
別
居
監
護
申
立
書

な
ど
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
文

書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

・
現
在
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
支

給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
の
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
出

張
所
、
郵
送
で
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
両
方
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
8
月
11
日
（
火
）
以

降
に
両
手
当
と
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

及
び
特
定
理
由
離
職
者
は
、
一
定

期
間
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
町
民
課

又
は
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
で

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
保
税
軽
減
対
象
世
帯

の
う
ち
、
高
額
療
養
費
制
度
の
自

己
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
限
度
額

適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
軽
減
対
象
者
（
次
の
①
と
②
の

両
方
に
当
て
は
ま
る
方
）

①
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
次
の
方

　
特
定
受
給
資
格
者

　
　
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

　
特
定
理
由
離
職
者

　
　
23
、
33
、
34

※
離
職
日
が
5
年
以
上
前
ま
で
遡

る
場
合
は
、
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
軽
減
内
容

　
前
年
の
給
与
所
得
を
1
0
0
分

の
30
と
し
て
計
算

農
業
者
年
金
加
入
の
ご
案
内

〜
農
業
者
年
金
の
特
徴
〜

お
知
ら
せ

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

お
知
ら
せ

は
ぁ
と
♥
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

”い
の
“
夏
休
み
ハ
ー
ト
ケ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
相
談
室
開
室
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

薬
物
乱
用
防
止
　高
知
県

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動

▼
軽
減
対
象
期
間

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

（
例
：
離
職
日
が
平
成
27
年
3
月

31
日
の
場
合
は
、
平
成
27
年
4
月

か
ら
平
成
29
年
3
月
分
ま
で
の
2

年
間
の
国
保
税
が
軽
減
対
象
と
な

り
ま
す
。）

▼
申
告
時
に
持
参
す
る
物

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

■
申
告
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課　

　
8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

―
誘
わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
と
断
る
勇
気
を
持
と
う
―

　
県
で
は
、『
高
知
県
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
』と
し
て
、

薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
健
康
被
害

や
検
挙
事
例
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
誘
わ
れ
て
も「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」
と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
14
名
の
薬
物
乱
用
防

止
推
進
員
が
、
学
校
で
の
薬
物
乱

用
防
止
教
室
や
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省

医
薬
食
品
局
長
表
彰
を
受
賞

　
高
知
県
内
に
は
６
つ
の
協
議
会

が
あ
り
、
町
が
属
し
て
い
る
中
央

西
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協
議
会

は
、
土
佐
市
、
日
高
村
、
佐
川
町
、

越
知
町
、
仁
淀
川
町
の
６
市
町
村

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
54
名
の
推

進
員
が
各
地
域
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
度
、
中
央
西
薬
物
乱
用
防

止
推
進
協
議
会
会
長
の
片
岡
和
政

氏
（
仁
淀
川
町
在
住
）
が
、
長
年

の
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
活
動
の
ご

功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
26
年
度

厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
の
町
・
中
央
西
薬
物
乱
用
防

止
推
進
協
議
会

▼
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
。）
で
あ
っ
て

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業

従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

で
す
　年
金
資
産
は
安
全
性
を
重

視
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
　

　
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
（
付
利
）
に
よ
り
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積

立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年

金
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

も
制
度
の
安
定
性
は
損
な
わ
れ
ま

せ
ん
。

（
注
）：
運
用
の
結
果
得
ら
れ
る
年

金
原
資
が
、
積
み
立
て
た
保
険
料

の
総
額
を
下
回
ら
な
い
と
い
う
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
性
を

重
視
し
た
運
用
方
法
や
、
65
歳
の

年
金
裁
定
時
に
運
用
収
入
の
累
計

額
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
準
備
金
の
仕

組
み
な
ど
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い
つ

で
も
見
直
し
で
き
ま
す

　
自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を
自
由

に
決
め
ら
れ
（
月
額
２
万
円
〜
６

万
７
千
円
の
間
で
千
円
単
位
）、

経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ

て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▼
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す

　
農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
を
、
ご
遺
族
（
死
亡
者
の
死

亡
当
時
に
同
一
生
計
で
あ
っ
た
、

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
又
は
兄
弟
姉
妹
の
順
位
）
に
死

亡
一
時
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

▼
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
処
置
が

あ
り
ま
す

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節
税

に
な
り
ま
す
。（
支
払
っ
た
保

険
料
の
15
％
〜
30
％
程
度
が
節

税
）

・
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運

用
益
）
は
非
課
税
で
す
。

・
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に

は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　（
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年
金

等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

の
場
合
は
、
全
額
控
除
で
き
ま

す
。）

　
つ
ま
り
入
口
か
ら
出
口
ま
で
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
月

額
最
高
１
万
円
、
通
算
す
る
と
最

大
で
２
１
６
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
国
庫
補
助
額
に
見
合
う
年

金
は
、
農
地
な
ど
の
経
営
継
承
を

す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例
付
加

年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。
農

地
な
ど
の
経
営
継
承
の
時
期
に
つ

い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、
本
人

の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受
給
の
時

期
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
へ
の

特
別
な
支
援
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
い
の
町
農
業
委
員

会
事
務
局
、
又
は
、
お
近
く
の
農

業
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
い
の
町
農
業
委
員
会
事
務
局
　

８
９
３

－

１
１
１
５

　
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
　
　
　

８
６
７

－

２
３
１
３

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５

　
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
農
地
を

相
続
（
遺
産
分
割
・
包
括
遺
贈
を

含
む
）
で
取
得
し
た
場
合
は
、
農

業
委
員
会
へ
届
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
届
出
用
紙
は
農
業
委

員
会
の
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
い
の
町
農
業
委
員
会
事
務
局
　

８
９
３

－

１
１
１
５

　
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
　
　
　

８
６
７

－

２
３
１
３

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５

　
夏
休
み
の
期
間
中
に
次
の
と
お

教
育
相
談
員
の
川
上
眞
由
美
先
生

に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
勉
強
・
友
人
関
係
・
教
育
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
悩
み
を
誰
か
に

聞
い
て
も
ら
い
た
い
･
･
･
そ
ん

な
と
き
に
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
、

張
り
詰
め
た
心
を
緩
め
ま
し
ょ

う
。
相
談
す
る
の
は
恥
ず
か
し
い

と
感
じ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
利
用
者
の
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
電

話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
室
　

　
い
の
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
　

8
5
0

－

4
5
5
6

▼
相
談
時
間
　
10
時
〜
16
時

▼
開
室
日
（
8
月
）

　
3
日
（
月
）･
5
日
（
水
）･

　
7
日
（
金
）･
10
日
（
月
）･

　
12
日
（
水
）･
14
日
（
金
）･

　
17
日
（
月
）･
19
日
（
水
）･

　
21
日
（
金
）･
24
日
（
月
）･

　
26
日
（
水
）・
28
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民

健
康
保
険
税
軽
減
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

提
出
さ
れ
な
い
と
8
月
以
降
の
手

当
が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、

8
月
上
旬
ま
で
に
文
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

児
童
扶
養
手
当

　
8
月
3
日
（
月
）
〜

　
　
8
月
31
日
（
月
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
8
月
11
日
（
火
）
〜

　
　
9
月
10
日
（
木
）

土
、
日
曜
日
を
除
く
8
時
30
分
〜

17
時
15
分
に
受
け
付
け
ま
す
。

▼
必
要
な
物

・
印
鑑

・
手
当
証
書

・
現
況
届
・
所
得
状
況
届
各
様
式

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
み
）

・
平
成
27
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
さ
れ
た
方
の
み
）

　
そ
の
ほ
か
、
別
居
監
護
申
立
書

な
ど
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
文

書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

・
現
在
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
支

給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
の
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
出

張
所
、
郵
送
で
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

・
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
両
方
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
8
月
11
日
（
火
）
以

降
に
両
手
当
と
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

及
び
特
定
理
由
離
職
者
は
、
一
定

期
間
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
町
民
課

又
は
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
で

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
保
税
軽
減
対
象
世
帯

の
う
ち
、
高
額
療
養
費
制
度
の
自

己
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
限
度
額

適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
軽
減
対
象
者
（
次
の
①
と
②
の

両
方
に
当
て
は
ま
る
方
）

①
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
次
の
方

　
特
定
受
給
資
格
者

　
　
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

　
特
定
理
由
離
職
者

　
　
23
、
33
、
34

※
離
職
日
が
5
年
以
上
前
ま
で
遡

る
場
合
は
、
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
軽
減
内
容

　
前
年
の
給
与
所
得
を
1
0
0
分

の
30
と
し
て
計
算

農
業
者
年
金
加
入
の
ご
案
内

〜
農
業
者
年
金
の
特
徴
〜

お
知
ら
せ

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

お
知
ら
せ

は
ぁ
と
♥
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

”い
の
“
夏
休
み
ハ
ー
ト
ケ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
相
談
室
開
室
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

薬
物
乱
用
防
止
　高
知
県

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動

▼
軽
減
対
象
期
間

　
離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

（
例
：
離
職
日
が
平
成
27
年
3
月

31
日
の
場
合
は
、
平
成
27
年
4
月

か
ら
平
成
29
年
3
月
分
ま
で
の
2

年
間
の
国
保
税
が
軽
減
対
象
と
な

り
ま
す
。）

▼
申
告
時
に
持
参
す
る
物

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

■
申
告
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課　

　
8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

―
誘
わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
と
断
る
勇
気
を
持
と
う
―

　
県
で
は
、『
高
知
県
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」普
及
運
動
』と
し
て
、

薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
健
康
被
害

や
検
挙
事
例
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
誘
わ
れ
て
も「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。」
と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
14
名
の
薬
物
乱
用
防

止
推
進
員
が
、
学
校
で
の
薬
物
乱

用
防
止
教
室
や
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
通
し
て

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省

医
薬
食
品
局
長
表
彰
を
受
賞

　
高
知
県
内
に
は
６
つ
の
協
議
会

が
あ
り
、
町
が
属
し
て
い
る
中
央

西
薬
物
乱
用
防
止
推
進
協
議
会

は
、
土
佐
市
、
日
高
村
、
佐
川
町
、

越
知
町
、
仁
淀
川
町
の
６
市
町
村

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
54
名
の
推

進
員
が
各
地
域
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
度
、
中
央
西
薬
物
乱
用
防

止
推
進
協
議
会
会
長
の
片
岡
和
政

氏
（
仁
淀
川
町
在
住
）
が
、
長
年

の
薬
物
乱
用
防
止
啓
発
活
動
の
ご

功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
26
年
度

厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
の
町
・
中
央
西
薬
物
乱
用
防

止
推
進
協
議
会

▼
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す

　
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号

被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
。）
で
あ
っ
て

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業

従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

で
す
　年
金
資
産
は
安
全
性
を
重

視
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
　

　
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
（
付
利
）
に
よ
り
将
来

受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積

立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年

金
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

も
制
度
の
安
定
性
は
損
な
わ
れ
ま

せ
ん
。

（
注
）：
運
用
の
結
果
得
ら
れ
る
年

金
原
資
が
、
積
み
立
て
た
保
険
料

の
総
額
を
下
回
ら
な
い
と
い
う
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
性
を

重
視
し
た
運
用
方
法
や
、
65
歳
の

年
金
裁
定
時
に
運
用
収
入
の
累
計

額
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
準
備
金
の
仕

組
み
な
ど
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い
つ

で
も
見
直
し
で
き
ま
す

　
自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を
自
由

に
決
め
ら
れ
（
月
額
２
万
円
〜
６

万
７
千
円
の
間
で
千
円
単
位
）、

経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ

て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▼
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す

　
農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65

歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢

年
金
の
額
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
を
、
ご
遺
族
（
死
亡
者
の
死

亡
当
時
に
同
一
生
計
で
あ
っ
た
、

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
又
は
兄
弟
姉
妹
の
順
位
）
に
死

亡
一
時
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

▼
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
処
置
が

あ
り
ま
す

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節
税

に
な
り
ま
す
。（
支
払
っ
た
保

険
料
の
15
％
〜
30
％
程
度
が
節

税
）

・
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金
が

運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益
（
運

用
益
）
は
非
課
税
で
す
。

・
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
に

は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　（
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年
金

等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

の
場
合
は
、
全
額
控
除
で
き
ま

す
。）

　
つ
ま
り
入
口
か
ら
出
口
ま
で
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

▼
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し

て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族
経
営

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継
者

の
方
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
に
は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
月

額
最
高
１
万
円
、
通
算
す
る
と
最

大
で
２
１
６
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
国
庫
補
助
額
に
見
合
う
年

金
は
、
農
地
な
ど
の
経
営
継
承
を

す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例
付
加

年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。
農

地
な
ど
の
経
営
継
承
の
時
期
に
つ

い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、
本
人

の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受
給
の
時

期
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
へ
の

特
別
な
支
援
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
い
の
町
農
業
委
員

会
事
務
局
、
又
は
、
お
近
く
の
農

業
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
い
の
町
農
業
委
員
会
事
務
局
　

８
９
３

－

１
１
１
５

　
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
　
　
　

８
６
７

－

２
３
１
３

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５

　
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
農
地
を

相
続
（
遺
産
分
割
・
包
括
遺
贈
を

含
む
）
で
取
得
し
た
場
合
は
、
農

業
委
員
会
へ
届
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
届
出
用
紙
は
農
業
委

員
会
の
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
い
の
町
農
業
委
員
会
事
務
局
　

８
９
３

－

１
１
１
５

　
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
　
　
　

８
６
７

－

２
３
１
３

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５

　
夏
休
み
の
期
間
中
に
次
の
と
お

教
育
相
談
員
の
川
上
眞
由
美
先
生

に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
勉
強
・
友
人
関
係
・
教
育
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
悩
み
を
誰
か
に

聞
い
て
も
ら
い
た
い
･
･
･
そ
ん

な
と
き
に
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
、

張
り
詰
め
た
心
を
緩
め
ま
し
ょ

う
。
相
談
す
る
の
は
恥
ず
か
し
い

と
感
じ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
利
用
者
の
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
電

話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
室
　

　
い
の
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
　

8
5
0

－

4
5
5
6

▼
相
談
時
間
　
10
時
〜
16
時

▼
開
室
日
（
8
月
）

　
3
日
（
月
）･
5
日
（
水
）･

　
7
日
（
金
）･
10
日
（
月
）･

　
12
日
（
水
）･
14
日
（
金
）･

　
17
日
（
月
）･
19
日
（
水
）･

　
21
日
（
金
）･
24
日
（
月
）･

　
26
日
（
水
）・
28
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民

健
康
保
険
税
軽
減
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

講
座
・
教
室

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際
し
、

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

が
平
成
27
年
度
も
支
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
町
で
は
申
請
の
受
付

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、

６
月
上
旬
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は
、
11

月
30
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
申
請
期
限
ま
で
に
お
忘
れ

な
き
よ
う
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　振
り
込
め
詐
欺
に

　
　ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
に
絡
む
詐
欺
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
給
付
金
事
業
の
実

施
に
際
し
、

●
町
職
員
か
ら
電
話
に
よ
る
Ａ
Ｔ

Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

●
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料

の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
又
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課
　

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　
８
９
３

－
３
８
１
８

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
８
６
７

－

２
３
０
０

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
８
６
９

－

２
１
１
２

▼
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
特
別
弔

慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

は
、
ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意

を
表
す
る
た
め
、
償
還
額
を
年
５

万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
５

年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、平
成
27
年
４
月
１
日（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
方（
戦

没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

１
　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

２
　
戦
没
者
な
ど
の
子

３
　
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫 

　
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

　
　（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

４
　
前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

　
　（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
。）

▼
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

▼
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）ま
で

■
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

８
９
３

－

３
８
１
０

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
７

－

２
３
０
０

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
９

－

２
１
１
４

　
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

で
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
又
は
免

除
さ
れ
た
子
に
対
し
て
、
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う

か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う

試
験
で
す
。
合
格
者
は
高
等
学
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
出
願
の
期
間
な
ど

　
8
月
24
日
（
月
）
〜
9
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
、
受
験
希
望
者
が

文
部
科
学
省
に
直
接
出
願
。
9
月

11
日
の
消
印
有
効
。

▼
試
験
期
日

　
10
月
28
日
（
水
）　
10
時
〜

▼
試
験
会
場

　
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
分
館

　（
高
知
市
大
原
町
１
３
２
）

■
願
書
な
ど
の
入
手
に
つ
い
て

　
高
知
県
教
育
委
員
会
に
取
り
に

行
く
か
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に

連
絡
し
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
配
布
・
請
求
期
間
7
月
13
日（
月
）

〜
9
月
11
日
（
金
））

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
教
育
委
員
会
小
中
学
校
課

８
２
１

－

４
６
３
８

　
教
育
委
員
会
事
務
局

８
９
３

－

１
９
２
２

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
高
知
短
期
大
学
の
連
携
で
消
費

生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
悪
質
商
法
、
ど
う
し
て
だ
ま
さ

れ
る
？
被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
何

が
で
き
る
？
賢
い
消
費
者
に
な
る

た
め
に
必
要
な
法
律
や
経
済
の
知

識
を
、
弁
護
士
な
ど
各
分
野
の
専

門
家
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
応
募
資
格

　
県
内
に
居
住
す
る
方

▼
申
込
期
間
　
８
月
３
日
（
月
）

〜
28
日
（
金
）
必
着

▼
講
義
日
程
　
９
月
７
日
（
月
）

〜
13
日
（
日
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
受
講
場
所
　
高
知
短
期
大
学

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
書
配
布
場
所

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

高
知
短
期
大
学
、
高
知
県
庁
県
民

室※
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

8
2
4

－

0
9
9
9

※
申
込
は
土
曜
日
を
除
く
９
時
〜

16
時
45
分
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
で
は
、

業
者
か
ら
言
葉
巧
み
に
儲
け
話
な

ど
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
、
必
要
の

な
い
物
を
購
入
し
た
り
、
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
契
約
す
る
場
合
は
、
本
当
に
必

要
か
よ
く
考
え
、
周
り
の
方
に
も

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

取
引
す
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

８
２
４

－

０
９
９
９

　
産
業
経
済
課８

９
３

－

１
１
１
５

　
税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、
税

関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
税
関
支
署

　
　
８
３
２

－

６
１
３
１

　
無
料
調
停
相
談
会
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
、
手
軽
に
、
早
く
、

安
く
解
決
す
る
調
停
制
度
を
活
用

す
る
方
法
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
目
的
　
無
料
調
停
相
談
会

⑴
民
事
問
題
･
･
･
交
通
事
故
、

金
銭
貸
借
、
土
地
･
建
物
、
公

害
な
ど

⑵
家
事
問
題
･
･
･
離
婚
、
財
産

分
与
、
子
ど
も
の
親
権
、
扶
養
、

相
続
な
ど

▼
日
時
　
9
月
2
日
（
水
）

　
9
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所
　
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か

る
ぽ
ー
と
　
2
階
　
小
ホ
ー
ル

▼
相
談
担
当
者
　

　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

　（
弁
護
士
調
停
委
員
含
む
。）

▼
主
催
　
高
知
調
停
協
会
連
合

会
、
高
知
地
区
調
停
協
会

■
問
い
合
わ
せ
　
毎
週
月
・
水
・

金
の
9
時
〜
16
時

　
高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務
局

（
高
知
家
庭
裁
判
所
内
）

8
7
2

－

7
8
8
4

　
仕
事
が
な
い
。
支
払
い
で
困
っ

て
い
る
。
病
院
に
行
け
な
い
。
食

べ
る
も
の
が
な
い
。
住
む
場
所
が

な
い
。
や
り
く
り
が
う
ま
く
い
か

な
い
。

　
な
ど
の
悩
み
や
困
り
ご
と
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
員
が
お
伺
い
し
、

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
い
の
町
社
会
福
祉
協
議
会

８
９
２

－

０
５
１
５

　
　
　
※
９
時
〜
17
時
（
平
日
）

お
い
し
い
話
は
気
を
付
け
よ
う
！

お
知
ら
せ

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の

皆
さ
ん
へ
　第
10
回
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
な
ど
の
中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

カ
シ
コ
イ
消
費
者
に
な
ろ
う
！

「
消
費
生
活
講
座
」
受
講
者
募
集

お
知
ら
せ

保
管
物
件
（
通
貨
・
証
券
な
ど
）

の
返
還
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

お
知
ら
せ

あ
な
た
の
周
り
で
生
活
に

お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度 

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

人権擁護委員無料相談のご案内
地区 開催場所相談時間今月の

相談日

伊野 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

人権擁護委員の連絡先
氏　名 電話番号住　　所
杉本　寛子
井上　　晃
藤木　栄子
金子　　覺
髙瀨　科子
曽我　定子
山本　周児

いの町6466－5
　〃　加田599
　〃　天王南9－12－2
　〃　枝川826－1
　〃　波川610－3
　〃　下八川丙644－1
　〃　戸中81－5

892－2513
892－1154
891－6684
893－2135
892－3635
867－3224
873－5422

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付8:30～17:00）
高知地方法務局人権擁護課 822－3503

8月19日(水) 13：30～16：30



広報いの 2015 8月号  1415  広報いの 2015 8月号

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
礼

募
集

講
座
・
教
室

　
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際
し
、

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

が
平
成
27
年
度
も
支
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
町
で
は
申
請
の
受
付

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、

６
月
上
旬
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は
、
11

月
30
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
申
請
期
限
ま
で
に
お
忘
れ

な
き
よ
う
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　振
り
込
め
詐
欺
に

　
　ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

　「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
」
に
絡
む
詐
欺
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
給
付
金
事
業
の
実

施
に
際
し
、

●
町
職
員
か
ら
電
話
に
よ
る
Ａ
Ｔ

Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。

●
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料

の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
な

ど
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
又
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課
　

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　
８
９
３

－

３
８
１
８

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
８
６
７

－

２
３
０
０

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
８
６
９

－

２
１
１
２

▼
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改

め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
特
別
弔

慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

は
、
ご
遺
族
に
一
層
の
弔
慰
の
意

を
表
す
る
た
め
、
償
還
額
を
年
５

万
円
に
増
額
す
る
と
と
も
に
、
５

年
ご
と
に
国
債
を
交
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、平
成
27
年
４
月
１
日（
基

準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
方（
戦

没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

１
　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

２
　
戦
没
者
な
ど
の
子

３
　
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫 

　
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

　
　（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

４
　
前
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

　
　（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
。）

▼
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

▼
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）ま
で

■
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

８
９
３

－

３
８
１
０

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
７

－

２
３
０
０

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
９

－

２
１
１
４

　
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

で
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
又
は
免

除
さ
れ
た
子
に
対
し
て
、
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う

か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う

試
験
で
す
。
合
格
者
は
高
等
学
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▼
出
願
の
期
間
な
ど

　
8
月
24
日
（
月
）
〜
9
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
、
受
験
希
望
者
が

文
部
科
学
省
に
直
接
出
願
。
9
月

11
日
の
消
印
有
効
。

▼
試
験
期
日

　
10
月
28
日
（
水
）　
10
時
〜

▼
試
験
会
場

　
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
分
館

　（
高
知
市
大
原
町
１
３
２
）

■
願
書
な
ど
の
入
手
に
つ
い
て

　
高
知
県
教
育
委
員
会
に
取
り
に

行
く
か
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に

連
絡
し
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
配
布
・
請
求
期
間
7
月
13
日（
月
）

〜
9
月
11
日
（
金
））

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
教
育
委
員
会
小
中
学
校
課

８
２
１

－

４
６
３
８

　
教
育
委
員
会
事
務
局

８
９
３

－

１
９
２
２

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
高
知
短
期
大
学
の
連
携
で
消
費

生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
悪
質
商
法
、
ど
う
し
て
だ
ま
さ

れ
る
？
被
害
に
遭
っ
た
と
き
、
何

が
で
き
る
？
賢
い
消
費
者
に
な
る

た
め
に
必
要
な
法
律
や
経
済
の
知

識
を
、
弁
護
士
な
ど
各
分
野
の
専

門
家
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
応
募
資
格

　
県
内
に
居
住
す
る
方

▼
申
込
期
間
　
８
月
３
日
（
月
）

〜
28
日
（
金
）
必
着

▼
講
義
日
程
　
９
月
７
日
（
月
）

〜
13
日
（
日
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
受
講
場
所
　
高
知
短
期
大
学

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
書
配
布
場
所

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

高
知
短
期
大
学
、
高
知
県
庁
県
民

室※
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

8
2
4

－

0
9
9
9

※
申
込
は
土
曜
日
を
除
く
９
時
〜

16
時
45
分
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
で
は
、

業
者
か
ら
言
葉
巧
み
に
儲
け
話
な

ど
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
、
必
要
の

な
い
物
を
購
入
し
た
り
、
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
契
約
す
る
場
合
は
、
本
当
に
必

要
か
よ
く
考
え
、
周
り
の
方
に
も

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

取
引
す
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

８
２
４

－
０
９
９
９

　
産
業
経
済
課８

９
３

－

１
１
１
５

　
税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、
税

関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
税
関
支
署

　
　
８
３
２

－

６
１
３
１

　
無
料
調
停
相
談
会
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
、
手
軽
に
、
早
く
、

安
く
解
決
す
る
調
停
制
度
を
活
用

す
る
方
法
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
目
的
　
無
料
調
停
相
談
会

⑴
民
事
問
題
･
･
･
交
通
事
故
、

金
銭
貸
借
、
土
地
･
建
物
、
公

害
な
ど

⑵
家
事
問
題
･
･
･
離
婚
、
財
産

分
与
、
子
ど
も
の
親
権
、
扶
養
、

相
続
な
ど

▼
日
時
　
9
月
2
日
（
水
）

　
9
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
場
所
　
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か

る
ぽ
ー
と
　
2
階
　
小
ホ
ー
ル

▼
相
談
担
当
者
　

　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

　（
弁
護
士
調
停
委
員
含
む
。）

▼
主
催
　
高
知
調
停
協
会
連
合

会
、
高
知
地
区
調
停
協
会

■
問
い
合
わ
せ
　
毎
週
月
・
水
・

金
の
9
時
〜
16
時

　
高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務
局

（
高
知
家
庭
裁
判
所
内
）

8
7
2

－

7
8
8
4

　
仕
事
が
な
い
。
支
払
い
で
困
っ

て
い
る
。
病
院
に
行
け
な
い
。
食

べ
る
も
の
が
な
い
。
住
む
場
所
が

な
い
。
や
り
く
り
が
う
ま
く
い
か

な
い
。

　
な
ど
の
悩
み
や
困
り
ご
と
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
員
が
お
伺
い
し
、

解
決
に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
い
の
町
社
会
福
祉
協
議
会

８
９
２

－

０
５
１
５

　
　
　
※
９
時
〜
17
時
（
平
日
）

お
い
し
い
話
は
気
を
付
け
よ
う
！

お
知
ら
せ

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の

皆
さ
ん
へ
　第
10
回
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
な
ど
の
中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

カ
シ
コ
イ
消
費
者
に
な
ろ
う
！

「
消
費
生
活
講
座
」
受
講
者
募
集

お
知
ら
せ

保
管
物
件
（
通
貨
・
証
券
な
ど
）

の
返
還
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

お
知
ら
せ

あ
な
た
の
周
り
で
生
活
に

お
困
り
の
方
は
い
ま
せ
ん
か

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度 

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

人権擁護委員無料相談のご案内
地区 開催場所相談時間今月の

相談日

伊野 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

人権擁護委員の連絡先
氏　名 電話番号住　　所
杉本　寛子
井上　　晃
藤木　栄子
金子　　覺
髙瀨　科子
曽我　定子
山本　周児

いの町6466－5
　〃　加田599
　〃　天王南9－12－2
　〃　枝川826－1
　〃　波川610－3
　〃　下八川丙644－1
　〃　戸中81－5

892－2513
892－1154
891－6684
893－2135
892－3635
867－3224
873－5422

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付8:30～17:00）
高知地方法務局人権擁護課 822－3503

8月19日(水) 13：30～16：30
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講
座
・
教
室

　
8
月
13
日（
木
）か
ら
16
日（
日
）

の
4
日
間
は
、
仁
淀
川
下
流
衛
生

事
務
組
合
許
可
業
者
の
夏
季
休
暇

（
盆
休
み
）
の
た
め
、
し
尿
の
収

集
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
汲
み
取
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
前
に
許
可
業
者
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
吾
北
地
区
、
本
川
地
区
は
通
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

　
　
　
　
8
5
2

－

0
7
8
3

　
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
地
域

　（広
域
地
域
）

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

中
国
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
洋
上
慰
霊
（
南
西

諸
島
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
沖
、
パ
ラ
オ
諸
島
沖
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
沖
）

（
特
定
地
域
）

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
参
加
料
　

　
10
万
円

（
集
合
場
所
ま
で
の
費
用
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。）

▼
参
加
資
格
　

　
戦
没
者
の
遺
児

　（
平
成
21
年
度
以
前
の
参
加
者
）

▼
申
込
先
　
高
知
県
遺
族
会

　
８
８
４

－

８
７
０
０

■
問
い
合
わ
せ

　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　（
日
程
な
ど
の
詳
細
）

０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　
地
域
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
て

続
け
て
き
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
も
36
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
社
会
福
祉
活
動
に
少
し
で

も
寄
与
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

▼
日
時

　
9
月
13
日
（
日
）

　
　
10
時
〜
14
時

▼
準
備
・
物
品
受
入
日
時

　
9
月
12
日
（
土
）

　
　
9
時
〜
12
時

▼
場
所
　 

伊
野
体
育
館

▼
出
品
の
お
願
い
　

　
会
員
は
じ
め
、
地
域
・
企
業
の

皆
様
方
、
無
償
で
ご
提
供
く
だ
さ

る
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
連
絡
先
　

8
9
2

－

1
6
9
4
（
堀
尾
）

▼
収
益
金
使
途

①
地
域
の
75
歳
以
上
お
ひ
と
り
暮

ら
し
慰
安
の
集
い

②
各
種
募
金
活
動
に
寄
与

③
子
育
て
支
援
活
動
な
ど

▼
主
催
　
伊
野
地
区
婦
人
会

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
骨
折
で

寝
た
き
り
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
丈
夫
な
骨
作
り
が
不

可
欠
で
す
。
こ
の
機
会
に
骨
を
強

く
す
る
運
動
と
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ

ぷ
り
料
理
に
つ
い
て
共
に
学
び
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
　

　
9
月
5
日
（
土
）

　
　
9
時
30
分
〜
13
時

▼
受
付
　
9
時
〜

▼
場
所

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

▼
内
容
・
講
師

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
運
動
療
法

理
学
療
法
士
　
藤
本
　
雄
治

　
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
料
理

管
理
栄
養
士
　
新
谷
　
美
智

▼
参
加
料

　
5
0
0
円
（
材
料
費
代
と
し
て
）

▼
持
参
品

　
運
動
で
き
る
服
装
、
エ
プ
ロ
ン

か
前
掛
け
、
三
角
巾

▼
申
込

　
仁
淀
病
院
内
科
外
来
　

8
9
3

－

1
5
5
1

▼
主
催

　
仁
淀
病
院
健
康
い
き
い
き
教
室

　
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
体
操
で

は
、
背
骨
に
ポ
ー
ル
を
当
て
て
体

操
し
、
背
骨
の
ゆ
が
み
を
な
お
し
、

血
液
循
環
を
良
く
し
て
基
礎
代
謝

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
是
非
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

体
操
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　
8
月
24
日
（
月
）

▼
時
間

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
伊
野
体
育
館

▼
対
象
・
定
員
　
大
人
15
名

▼
参
加
料
　
無
料

▼
指
導
者
　
N
P
O
法
人
　
い
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
主
催
　
教
育
委
員
会
事
務
局

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
N
P
O
法
人
い
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ

8
9
2

－

2
3
1
5

※
火
〜
金
曜
日
の
午
前
中
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ソ
ー
レ
」
で
は
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ

で
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
6
か
月
か
ら
就
学
前
児
童
ま
で

の
予
約
制
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は

ソ
ー
レ（
　
8
7
3

－

9
1
0
0
）

ま
で
。

【
わ
た
し
だ
け
の
O
F
F
を
楽
し

む
講
座
】

▼
講
座
名
　
ア
ロ
マ
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
☆
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
づ
く
り

　
香
り
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、

日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
し
ま

し
ょ
う
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
活
用

法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
乾
燥
す
る

季
節
に
重
宝
す
る
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
16
日
（
水
）

　
19
時
〜
21
時

▼
講
師
　
井
岡
　
栄
美 

氏

　（
高
知
ア
ロ
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
ふ
わ
り
代
表
）

▼
参
加
対
象
者
　
女
性

▼
参
加
料
　
1
，
0
0
0
円

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
受
付
　
8
月
16
日
（
日
）

　
9
時
か
ら
電
話
で
受
付

▼
持
参
品
　
筆
記
用
具

　
就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
お
考
え
の
方
の
た
め
に
、
３

〜
６
か
月
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を

開
講
し
ま
す
。
訓
練
期
間
中
か
ら

修
了
後
に
わ
た
っ
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
各
訓
練
施
設
が
積
極
的

に
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
必
要
）
で
す
。
各
コ
ー
ス
に

は
説
明
会
や
追
加
募
集
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
高
知
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
受
講
申
込
は
、
住
所
を

所
管
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　
加
茂
山
に
親
し
む
会
様
か
ら
、

加
茂
山
で
採
れ
た
梅
を
使
っ
た
梅

干
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
町
内

の
福
祉
施
設
に
配
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　

　
紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。ほけ

ん
福
祉
課

　
７
月
12
日
、
河
川
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
清
掃
は
、
国
土
交
通
省
が

毎
年
７
月
を
河
川
愛
護
月
間
と
定

め
、
良
好
な
河
川
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
、
各
種
団
体
の
ご
協
力

の
下
、
仁
淀
川
５
会
場
（
八
田
・

伊
野
・
波
川
・
鎌
田
・
加
田
）
で

2
2
0
名
、
宇
治
川
９
会
場
（
新

江
尻
橋
・
天
神
橋
・
沖
田
橋
・
是

友
橋
・
県
住
入
り
口
・
枝
川
橋
・

北
浦
橋
・
小
田
橋
・
八
代
公
民
館
）

で
2
8
0
名
の
皆
様
の
参
加
に
よ

り
、
ビ
ン
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

紙
く
ず
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
み

を
拾
い
集
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
課

就
職
に
役
立
つ
職
業
訓
練
を

受
け
ま
せ
ん
か

講
座
・
教
室

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の

参
加
募
集
の
ご
案
内

募
集ソ

ー
レ
講
座
の
お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

梅
干
し
提
供
の
お
礼

お
礼河

川
一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
礼

伊
野
地
区
し
尿
収
集
の

休
日
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

伊
野
地
区
婦
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
へ
の
お
願
い

募
集

「
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

料
理
教
室
」
の
ご
案
内

講
座
・
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
体
操

体
験
教
室
の
お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

訓練コース名

■問い合わせ　ポリテクセンター高知  　833－1085

定員 訓練期間 訓練期間 募集期間

アロマ・カラー
セラピスト科

OA基礎科

介護職員実務者
研修科

15

14

22

３か月

３か月

６か月

9月17日（木）～
12月16日（水）

9月25日（金）～
12月24日（木）

9月29日（火）～
3月28日（月）

8月20日（木）
まで受付中

8月5日（水）～
8月25日（火）

8月7日（金）～
8月27日（木）

◆ＤＶ被害者のための電話相談のご案内◆　　ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。
相談先 高知県女性相談支援センター

（配偶者暴力相談支援センター）
こうち男女共同参画センター

「ソーレ」
女性、男性

女性向け 873－9555
　　　毎日　9：00～ 17：00
（※第 2水曜日・祝日・年末年始を除く。）
男性向け（予約制） 873－9100
第 1・3火曜日、第 4水曜日
　18：00～ 20：00

警    察

DV・ストーカーに関する相談対象者

電話番号
相談時間など

DV被害に苦しんでいる方（男女不問） 

　833－0783
平日　　　　　9：00～22：00
土・日・祝日　9：00～20：00
（年末年始を除く。)

お近くの警察署又は
県警本部生活安全企画課
（＃9110又は　823－9110）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ
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知
ら
せ

お
礼

募
集

講
座
・
教
室

　
8
月
13
日（
木
）か
ら
16
日（
日
）

の
4
日
間
は
、
仁
淀
川
下
流
衛
生

事
務
組
合
許
可
業
者
の
夏
季
休
暇

（
盆
休
み
）
の
た
め
、
し
尿
の
収

集
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
汲
み
取
り
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
前
に
許
可
業
者
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
吾
北
地
区
、
本
川
地
区
は
通
常

ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

　
　
　
　
8
5
2

－

0
7
8
3

　
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
地
域

　（広
域
地
域
）

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

中
国
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
洋
上
慰
霊
（
南
西

諸
島
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
沖
、
パ
ラ
オ
諸
島
沖
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
沖
）

（
特
定
地
域
）

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

▼
参
加
料
　

　
10
万
円

（
集
合
場
所
ま
で
の
費
用
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。）

▼
参
加
資
格
　

　
戦
没
者
の
遺
児

　（
平
成
21
年
度
以
前
の
参
加
者
）

▼
申
込
先
　
高
知
県
遺
族
会

　
８
８
４

－

８
７
０
０

■
問
い
合
わ
せ

　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　（
日
程
な
ど
の
詳
細
）

０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　
地
域
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
て

続
け
て
き
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
も
36
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
社
会
福
祉
活
動
に
少
し
で

も
寄
与
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

▼
日
時

　
9
月
13
日
（
日
）

　
　
10
時
〜
14
時

▼
準
備
・
物
品
受
入
日
時

　
9
月
12
日
（
土
）

　
　
9
時
〜
12
時

▼
場
所
　 

伊
野
体
育
館

▼
出
品
の
お
願
い
　

　
会
員
は
じ
め
、
地
域
・
企
業
の

皆
様
方
、
無
償
で
ご
提
供
く
だ
さ

る
品
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
お
伺
い
し
ま
す
。

▼
連
絡
先
　

8
9
2

－

1
6
9
4
（
堀
尾
）

▼
収
益
金
使
途

①
地
域
の
75
歳
以
上
お
ひ
と
り
暮

ら
し
慰
安
の
集
い

②
各
種
募
金
活
動
に
寄
与

③
子
育
て
支
援
活
動
な
ど

▼
主
催
　
伊
野
地
区
婦
人
会

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
骨
折
で

寝
た
き
り
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
丈
夫
な
骨
作
り
が
不

可
欠
で
す
。
こ
の
機
会
に
骨
を
強

く
す
る
運
動
と
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ

ぷ
り
料
理
に
つ
い
て
共
に
学
び
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
　

　
9
月
5
日
（
土
）

　
　
9
時
30
分
〜
13
時

▼
受
付
　
9
時
〜

▼
場
所

　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

▼
内
容
・
講
師

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
運
動
療
法

理
学
療
法
士
　
藤
本
　
雄
治

　
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
料
理

管
理
栄
養
士
　
新
谷
　
美
智

▼
参
加
料

　
5
0
0
円
（
材
料
費
代
と
し
て
）

▼
持
参
品

　
運
動
で
き
る
服
装
、
エ
プ
ロ
ン

か
前
掛
け
、
三
角
巾

▼
申
込

　
仁
淀
病
院
内
科
外
来
　

8
9
3

－

1
5
5
1

▼
主
催

　
仁
淀
病
院
健
康
い
き
い
き
教
室

　
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
体
操
で

は
、
背
骨
に
ポ
ー
ル
を
当
て
て
体

操
し
、
背
骨
の
ゆ
が
み
を
な
お
し
、

血
液
循
環
を
良
く
し
て
基
礎
代
謝

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
是
非
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

体
操
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
　
8
月
24
日
（
月
）

▼
時
間

　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
伊
野
体
育
館

▼
対
象
・
定
員
　
大
人
15
名

▼
参
加
料
　
無
料

▼
指
導
者
　
N
P
O
法
人
　
い
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
主
催
　
教
育
委
員
会
事
務
局

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
N
P
O
法
人
い
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ

8
9
2

－

2
3
1
5

※
火
〜
金
曜
日
の
午
前
中
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
ソ
ー
レ
」
で
は
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ

で
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
6
か
月
か
ら
就
学
前
児
童
ま
で

の
予
約
制
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は

ソ
ー
レ（
　
8
7
3

－

9
1
0
0
）

ま
で
。

【
わ
た
し
だ
け
の
O
F
F
を
楽
し

む
講
座
】

▼
講
座
名
　
ア
ロ
マ
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
☆
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
づ
く
り

　
香
り
を
生
活
に
取
り
入
れ
て
、

日
々
の
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
し
ま

し
ょ
う
。
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
活
用

法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
乾
燥
す
る

季
節
に
重
宝
す
る
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
16
日
（
水
）

　
19
時
〜
21
時

▼
講
師
　
井
岡
　
栄
美 

氏

　（
高
知
ア
ロ
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
ふ
わ
り
代
表
）

▼
参
加
対
象
者
　
女
性

▼
参
加
料
　
1
，
0
0
0
円

▼
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
受
付
　
8
月
16
日
（
日
）

　
9
時
か
ら
電
話
で
受
付

▼
持
参
品
　
筆
記
用
具

　
就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
お
考
え
の
方
の
た
め
に
、
３

〜
６
か
月
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を

開
講
し
ま
す
。
訓
練
期
間
中
か
ら

修
了
後
に
わ
た
っ
て
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
各
訓
練
施
設
が
積
極
的

に
就
職
支
援
を
行
い
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
必
要
）
で
す
。
各
コ
ー
ス
に

は
説
明
会
や
追
加
募
集
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
高
知
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
受
講
申
込
は
、
住
所
を

所
管
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　
加
茂
山
に
親
し
む
会
様
か
ら
、

加
茂
山
で
採
れ
た
梅
を
使
っ
た
梅

干
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
町
内

の
福
祉
施
設
に
配
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　

　
紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。ほけ

ん
福
祉
課

　
７
月
12
日
、
河
川
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
清
掃
は
、
国
土
交
通
省
が

毎
年
７
月
を
河
川
愛
護
月
間
と
定

め
、
良
好
な
河
川
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
、
各
種
団
体
の
ご
協
力

の
下
、
仁
淀
川
５
会
場
（
八
田
・

伊
野
・
波
川
・
鎌
田
・
加
田
）
で

2
2
0
名
、
宇
治
川
９
会
場
（
新

江
尻
橋
・
天
神
橋
・
沖
田
橋
・
是

友
橋
・
県
住
入
り
口
・
枝
川
橋
・

北
浦
橋
・
小
田
橋
・
八
代
公
民
館
）

で
2
8
0
名
の
皆
様
の
参
加
に
よ

り
、
ビ
ン
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

紙
く
ず
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
み

を
拾
い
集
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
課

就
職
に
役
立
つ
職
業
訓
練
を

受
け
ま
せ
ん
か

講
座
・
教
室

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の

参
加
募
集
の
ご
案
内

募
集ソ

ー
レ
講
座
の
お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

梅
干
し
提
供
の
お
礼

お
礼河

川
一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
礼

伊
野
地
区
し
尿
収
集
の

休
日
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

伊
野
地
区
婦
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
へ
の
お
願
い

募
集

「
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

料
理
教
室
」
の
ご
案
内

講
座
・
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
体
操

体
験
教
室
の
お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

訓練コース名

■問い合わせ　ポリテクセンター高知  　833－1085

定員 訓練期間 訓練期間 募集期間

アロマ・カラー
セラピスト科

OA基礎科

介護職員実務者
研修科

15

14

22

３か月

３か月

６か月

9月17日（木）～
12月16日（水）

9月25日（金）～
12月24日（木）

9月29日（火）～
3月28日（月）

8月20日（木）
まで受付中

8月5日（水）～
8月25日（火）

8月7日（金）～
8月27日（木）

◆ＤＶ被害者のための電話相談のご案内◆　　ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。
相談先 高知県女性相談支援センター

（配偶者暴力相談支援センター）
こうち男女共同参画センター

「ソーレ」
女性、男性

女性向け 873－9555
　　　毎日　9：00～ 17：00
（※第 2水曜日・祝日・年末年始を除く。）
男性向け（予約制） 873－9100
第 1・3火曜日、第 4水曜日
　18：00～ 20：00

警    察

DV・ストーカーに関する相談対象者

電話番号
相談時間など

DV被害に苦しんでいる方（男女不問） 

　833－0783
平日　　　　　9：00～22：00
土・日・祝日　9：00～20：00
（年末年始を除く。)

お近くの警察署又は
県警本部生活安全企画課
（＃9110又は　823－9110）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ



区　　　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率

 1 　議会費

 2 　総務費

 3 　民生費

 4 　衛生費

 5 　労働費

 6 　農林水産業費

 7 　商工費

 8 　土木費

 9 　消防費

10　教育費

11　災害復旧費

12　公債費

13　予備費

歳出合計

104,713

6,689,729

2,986,431

1,340,018

30,181

774,571

286,888

1,468,521

587,521

974,180

618,461

1,686,627

900

17,548,741

0.6

38.1

17.0

7.6

0.2

4.4

1.6

8.4

3.4

5.6

3.5

9.6

0.0

100.0

〈46,326〉
102,671　

〈1,996,287〉
3,550,663　
〈1,339,322〉
2,311,425　
〈747,702〉
1,130,054　
〈2,772〉
29,924　

〈310,820〉
429,333　
〈87,783〉
180,976　
〈537,693〉
685,799　
〈207,681〉
533,790　
〈394,680〉
652,553　
〈211,425〉
286,538　
〈802,659〉
1,686,626　

〈0〉
0　

〈6,685,150〉
11,580,352　

〈44.2〉
98　

〈29.8〉
53.1　
〈44.8〉
77.4　
〈55.8〉
84.3　
〈9.2〉
99.2　
〈40.1〉
55.4　
〈30.6〉
63.1　
〈36.6〉
46.7　
〈35.3〉
90.9　
〈40.5〉
67.0　
〈34.2〉
46.3　
〈47.6〉
100.0　

〈38.1〉
66.0　
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　町では、いの町財政事情説明書の作成及び公表に関する条例に基づき、皆さんから
いただいた税金や、国・県からの支出金、町債などがどのように使われたのかを年2
回公表しています。
　今回は平成26年度の財政状況及び平成27年度当初予算の概況をお知らせします。

財政事情の公表

第1　平成26年度の財政状況
注〈　〉内の数字は、平成26年10月1日から平成27年3月31日までの状況

1　一般会計収支状況
歳　　　　入

区　　　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率

 1 　町税

 2 　地方譲与税

 3 　利子割交付金

 4 　配当割交付金

 5 　株式等譲渡所得割交付金

 6 　地方消費税交付金

 7 　自動車取得税交付金

 8 　地方特例交付金

 9 　地方交付税

10　交通安全対策特別交付金

11　分担金及び負担金

12　使用料及び手数料

13　国庫支出金

14　県支出金

15　財産収入

16　寄附金

17　繰入金

18　繰越金

19　諸収入

20　町債

歳入合計

2,567,214

119,081

8,116

19,698

10,318

252,751

10,237

5,206

5,419,686

2,673

144,501

121,565

1,507,384

1,488,375

110,601

116,328

1,942,882

376,496

168,429

3,157,200

17,548,741

14.6

0.7

0.0

0.1

0.1

1.4

0.1

0.0

30.9

0.0

0.8

0.7

8.6

8.5

0.6

0.7

11.1

2.1

1.0

18.0

100.0

〈771,460〉
2,427,321　
〈47,719〉
81,565　
〈2,378〉
5,439　
〈529〉
2,644　
〈0〉
0　

〈113,978〉
252,751　
〈3,095〉
6,567　
〈0〉

5,206　
〈1,721,768〉
5,419,686　
〈1,374〉
2,673　

〈70,308〉
127,561　
〈58,685〉
111,475　
〈713,147〉
978,440　
〈448,865〉
496,396　
〈46,632〉
108,654　
〈74,591〉
115,035　

〈1,352,277〉
1,753,677　

〈0〉
376,496　
〈111,537〉
141,420　

〈1,265,600〉
1,265,600　
〈6,803,943〉
13,678,606　

〈30.1〉
94.6　
〈40.1〉
68.5　
〈29.3〉
67.0　
〈2.7〉
13.4　

〈45.1〉
100.0　
〈30.2〉
64.1　

100.0　
〈31.8〉
100.0　
〈51.4〉
100.0　
〈48.7〉
88.3　
〈48.3〉
91.7　
〈47.3〉
64.9　
〈30.2〉
33.4　
〈42.2〉
98.2　
〈64.1〉
98.9　
〈69.6〉
90.3　

100.0　
〈66.2〉
84.0　
〈40.1〉
40.1　
〈38.8〉
77.9　

歳　　　　出

２　特別会計収支状況

３　財産、町債及び一時借入金の現在高
（１）財産

区　　　分 数　量・金　額
土地

建物

物件（立木）

有価証券

出資による権利

債権

基金

11,327,375㎡

172,841㎡

437,550m³

8,400千円

1,652,196千円

1,363千円

9,971,630千円

平成27年3月31日現在

（単位：千円、％）

会計名 予算現額 収入済額 支出済額

水資源対策

墓地公園事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険

特別養護老人ホーム

下水道事業

農業集落排水事業

簡易水道事業

天王地区汚水処理施設事業

386,037

3,990

3,404,385

76,476

360,662

2,783,799

382,829

523,176

44,388

178,690

50,496

〈202,920〉
203,887　
〈1,355〉
3,941　

〈1,680,572〉
2,900,219　
〈22,839〉
37,332　

〈235,925〉
357,362　

〈1,115,539〉
2,218,735　
〈170,487〉
283,761　
〈74,283〉
98,771　
〈3,403〉
6,169　

〈34,544〉
46,420　
〈22,641〉
45,634　

〈203,142〉
203,288　
〈2,837〉
3,494　

〈1,689,782〉
3,119,231　
〈36,519〉
67,172　

〈202,987〉
288,207　

〈1,362,447〉
2,502,475　
〈185,426〉
361,290　
〈161,656〉
338,710　
〈21,365〉
41,214　
〈63,001〉
138,195　
〈31,222〉
44,673　

（２）町債
会　計　名 残　　高

一般会計

国民健康保険特別会計（直診勘定）

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

簡易水道事業特別会計

13,565,589千円

8,828千円

2,105,744千円

352,014千円

848,064千円

（３）一時借入金
借　入　先 借　入　額（千円） 利　　率（％）

－ － －

４　一般会計における住民１人あたりの町税負担額
▼人口は平成27年3月31日現在の 24,369人で算出しています。

第２　平成27年度予算の概況

（１）歳入
１　一般会計当初予算の概況

区　　　分 平成27年度予算額（A） 構成比 平成26年度予算額（B） 増減額（A）－（B）構成比 増減率

2,443,322

117,100

7,000

19,800

11,100

401,400

11,200

5,100

4,830,000

3,000

61,919

191,934

1,156,241

1,074,619

69,429

89,550

700,074

1,000

111,212

1,278,900

12,583,900

19.4

0.9

0.1

0.2

0.1

3.2

0.1

0.0

38.4

0.0

0.5

1.5

9.2

8.5

0.5

0.7

5.6

0.0

0.9

10.2

100.0

2,452,807

123,800

7,400

9,400

1,500

243,600

9,200

5,500

4,855,000

3,500

139,102

115,448

971,041

1,008,981

62,458

16,050

2,055,429

1,000

99,684

1,613,100

13,794,000

17.8

0.9

0.1

0.1

0.0

1.8

0.1

0.0

35.2

0.0

1.0

0.8

7.0

7.3

0.5

0.1

14.9

0.0

0.7

11.7

100.0

△9,485

△6,700

△400

10,400

9,600

157,800

2,000

△400

△25,000

△500

△77,183

76,486

185,200

65,638

6,971

73,500

△1,355,355

0

11,528

△334,200

△1,210,100

△0.4

△5.4

△5.4

110.6

640.0

64.8

21.7

△7.3

△0.5

△14.3

△55.5

66.3

19.1

6.5

11.2

457.9

△65.9

11.6

△20.7

△8.8

（単位：千円、％）

区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

町民税

固定資産税

軽自動車税

1,147,328千円

1,221,746千円

64,559千円

47,082円

50,135円

2,649円

区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

たばこ税

入湯税等

合計

130,934千円

3,966千円

2,568,533千円

5,373円

163円

105,402円

 1 　町税

 2 　地方譲与税

 3 　利子割交付金

 4 　配当割交付金

 5 　株式等譲渡所得割交付金

 6 　地方消費税交付金

 7 　自動車取得税交付金

 8 　地方特例交付金

 9 　地方交付税

10　交通安全対策特別交付金

11　分担金及び負担金

12　使用料及び手数料

13　国庫支出金

14　県支出金

15　財産収入

16　寄附金

17　繰入金

18　繰越金

19　諸収入

20　町債

　　　計

（２）歳出（目的別）
区　　　分 平成27年度予算額（A） 構成比 平成26年度予算額（B） 増減額（A）－（B）構成比 増減率

111,571

2,837,318

2,974,945

1,264,685

13,007

609,629

239,958

1,156,182

614,316

922,798

67,985

1,721,506

50,000

12,583,900

0.9

22.6

23.6

10.1

0.1

4.8

1.9

9.2

4.9

7.3

0.5

13.7

0.4

100.0

105,532

4,675,284

2,834,761

1,196,562

34,040

590,605

204,741

1,089,396

565,604

704,161

43,040

1,700,274

50,000

13,794,000

0.8

33.9

20.5

8.7

0.2

4.3

1.5

7.9

4.1

5.1

0.3

12.3

0.4

100.0

6,039

△1,837,966

140,184

68,123

△21,033

19,024

35,217

66,786

48,712

218,637

24,945

21,232

0

△1,210,100

5.7

△39.3

4.9

5.7

△61.8

3.2

17.2

6.1

8.6

31.0

58.0

1.2

△8.8

（単位：千円、％）

 1 　議会費

 2 　総務費

 3 　民生費

 4 　衛生費

 5 　労働費

 6 　農林水産業費

 7 　商工費

 8 　土木費

 9 　消防費

10　教育費

11　災害復旧費

12　公債費

13　予備費

　　　計



区　　　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率

 1 　議会費

 2 　総務費

 3 　民生費

 4 　衛生費

 5 　労働費

 6 　農林水産業費

 7 　商工費

 8 　土木費

 9 　消防費

10　教育費

11　災害復旧費

12　公債費

13　予備費

歳出合計

104,713

6,689,729

2,986,431

1,340,018

30,181

774,571

286,888

1,468,521

587,521

974,180

618,461

1,686,627

900

17,548,741

0.6

38.1

17.0

7.6

0.2

4.4

1.6

8.4

3.4

5.6

3.5

9.6

0.0

100.0

〈46,326〉
102,671　

〈1,996,287〉
3,550,663　
〈1,339,322〉
2,311,425　
〈747,702〉
1,130,054　
〈2,772〉
29,924　

〈310,820〉
429,333　
〈87,783〉
180,976　
〈537,693〉
685,799　
〈207,681〉
533,790　
〈394,680〉
652,553　
〈211,425〉
286,538　
〈802,659〉
1,686,626　

〈0〉
0　

〈6,685,150〉
11,580,352　

〈44.2〉
98　

〈29.8〉
53.1　
〈44.8〉
77.4　
〈55.8〉
84.3　
〈9.2〉
99.2　
〈40.1〉
55.4　
〈30.6〉
63.1　
〈36.6〉
46.7　
〈35.3〉
90.9　
〈40.5〉
67.0　
〈34.2〉
46.3　
〈47.6〉
100.0　

〈38.1〉
66.0　

広報いの 2015 8月号  1819  広報いの 2015 8月号

　町では、いの町財政事情説明書の作成及び公表に関する条例に基づき、皆さんから
いただいた税金や、国・県からの支出金、町債などがどのように使われたのかを年2
回公表しています。
　今回は平成26年度の財政状況及び平成27年度当初予算の概況をお知らせします。

財政事情の公表

第1　平成26年度の財政状況
注〈　〉内の数字は、平成26年10月1日から平成27年3月31日までの状況

1　一般会計収支状況
歳　　　　入

区　　　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率

 1 　町税

 2 　地方譲与税

 3 　利子割交付金

 4 　配当割交付金

 5 　株式等譲渡所得割交付金

 6 　地方消費税交付金

 7 　自動車取得税交付金

 8 　地方特例交付金

 9 　地方交付税

10　交通安全対策特別交付金

11　分担金及び負担金

12　使用料及び手数料

13　国庫支出金

14　県支出金

15　財産収入

16　寄附金

17　繰入金

18　繰越金

19　諸収入

20　町債

歳入合計

2,567,214

119,081

8,116

19,698

10,318

252,751

10,237

5,206

5,419,686

2,673

144,501

121,565

1,507,384

1,488,375

110,601

116,328

1,942,882

376,496

168,429

3,157,200

17,548,741

14.6

0.7

0.0

0.1

0.1

1.4

0.1

0.0

30.9

0.0

0.8

0.7

8.6

8.5

0.6

0.7

11.1

2.1

1.0

18.0

100.0

〈771,460〉
2,427,321　
〈47,719〉
81,565　
〈2,378〉
5,439　
〈529〉
2,644　
〈0〉
0　

〈113,978〉
252,751　
〈3,095〉
6,567　
〈0〉

5,206　
〈1,721,768〉
5,419,686　
〈1,374〉
2,673　

〈70,308〉
127,561　
〈58,685〉
111,475　
〈713,147〉
978,440　
〈448,865〉
496,396　
〈46,632〉
108,654　
〈74,591〉
115,035　

〈1,352,277〉
1,753,677　

〈0〉
376,496　
〈111,537〉
141,420　

〈1,265,600〉
1,265,600　
〈6,803,943〉
13,678,606　

〈30.1〉
94.6　
〈40.1〉
68.5　
〈29.3〉
67.0　
〈2.7〉
13.4　

〈45.1〉
100.0　
〈30.2〉
64.1　

100.0　
〈31.8〉
100.0　
〈51.4〉
100.0　
〈48.7〉
88.3　
〈48.3〉
91.7　
〈47.3〉
64.9　
〈30.2〉
33.4　
〈42.2〉
98.2　
〈64.1〉
98.9　
〈69.6〉
90.3　

100.0　
〈66.2〉
84.0　
〈40.1〉
40.1　
〈38.8〉
77.9　

歳　　　　出

２　特別会計収支状況

３　財産、町債及び一時借入金の現在高
（１）財産

区　　　分 数　量・金　額
土地

建物

物件（立木）

有価証券

出資による権利

債権

基金

11,327,375㎡

172,841㎡

437,550m³

8,400千円

1,652,196千円

1,363千円

9,971,630千円

平成27年3月31日現在

（単位：千円、％）

会計名 予算現額 収入済額 支出済額

水資源対策

墓地公園事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険

特別養護老人ホーム

下水道事業

農業集落排水事業

簡易水道事業

天王地区汚水処理施設事業

386,037

3,990

3,404,385

76,476

360,662

2,783,799

382,829

523,176

44,388

178,690

50,496

〈202,920〉
203,887　
〈1,355〉
3,941　

〈1,680,572〉
2,900,219　
〈22,839〉
37,332　

〈235,925〉
357,362　

〈1,115,539〉
2,218,735　
〈170,487〉
283,761　
〈74,283〉
98,771　
〈3,403〉
6,169　

〈34,544〉
46,420　
〈22,641〉
45,634　

〈203,142〉
203,288　
〈2,837〉
3,494　

〈1,689,782〉
3,119,231　
〈36,519〉
67,172　

〈202,987〉
288,207　

〈1,362,447〉
2,502,475　
〈185,426〉
361,290　
〈161,656〉
338,710　
〈21,365〉
41,214　
〈63,001〉
138,195　
〈31,222〉
44,673　

（２）町債
会　計　名 残　　高

一般会計

国民健康保険特別会計（直診勘定）

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

簡易水道事業特別会計

13,565,589千円

8,828千円

2,105,744千円

352,014千円

848,064千円

（３）一時借入金
借　入　先 借　入　額（千円） 利　　率（％）

－ － －

４　一般会計における住民１人あたりの町税負担額
▼人口は平成27年3月31日現在の 24,369人で算出しています。

第２　平成27年度予算の概況

（１）歳入
１　一般会計当初予算の概況

区　　　分 平成27年度予算額（A） 構成比 平成26年度予算額（B） 増減額（A）－（B）構成比 増減率

2,443,322

117,100

7,000

19,800

11,100

401,400

11,200

5,100

4,830,000

3,000

61,919

191,934

1,156,241

1,074,619

69,429

89,550

700,074

1,000

111,212

1,278,900

12,583,900

19.4

0.9

0.1

0.2

0.1

3.2

0.1

0.0

38.4

0.0

0.5

1.5

9.2

8.5

0.5

0.7

5.6

0.0

0.9

10.2

100.0

2,452,807

123,800

7,400

9,400

1,500

243,600

9,200

5,500

4,855,000

3,500

139,102

115,448

971,041

1,008,981

62,458

16,050

2,055,429

1,000

99,684

1,613,100

13,794,000

17.8

0.9

0.1

0.1

0.0

1.8

0.1

0.0

35.2

0.0

1.0

0.8

7.0

7.3

0.5

0.1

14.9

0.0

0.7

11.7

100.0

△9,485

△6,700

△400

10,400

9,600

157,800

2,000

△400

△25,000

△500

△77,183

76,486

185,200

65,638

6,971

73,500

△1,355,355

0

11,528

△334,200

△1,210,100

△0.4

△5.4

△5.4

110.6

640.0

64.8

21.7

△7.3

△0.5

△14.3

△55.5

66.3

19.1

6.5

11.2

457.9

△65.9

11.6

△20.7

△8.8

（単位：千円、％）

区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

町民税

固定資産税

軽自動車税

1,147,328千円

1,221,746千円

64,559千円

47,082円

50,135円

2,649円

区　　　分 現年課税調定額 １人あたり

たばこ税

入湯税等

合計

130,934千円

3,966千円

2,568,533千円

5,373円

163円

105,402円

 1 　町税

 2 　地方譲与税

 3 　利子割交付金

 4 　配当割交付金

 5 　株式等譲渡所得割交付金

 6 　地方消費税交付金

 7 　自動車取得税交付金

 8 　地方特例交付金

 9 　地方交付税

10　交通安全対策特別交付金

11　分担金及び負担金

12　使用料及び手数料

13　国庫支出金

14　県支出金

15　財産収入

16　寄附金

17　繰入金

18　繰越金

19　諸収入

20　町債

　　　計

（２）歳出（目的別）
区　　　分 平成27年度予算額（A） 構成比 平成26年度予算額（B） 増減額（A）－（B）構成比 増減率

111,571

2,837,318

2,974,945

1,264,685

13,007

609,629

239,958

1,156,182

614,316

922,798

67,985

1,721,506

50,000

12,583,900

0.9

22.6

23.6

10.1

0.1

4.8

1.9

9.2

4.9

7.3

0.5

13.7

0.4

100.0

105,532

4,675,284

2,834,761

1,196,562

34,040

590,605

204,741

1,089,396

565,604

704,161

43,040

1,700,274

50,000

13,794,000

0.8

33.9
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8.7

0.2

4.3

1.5

7.9

4.1

5.1

0.3

12.3

0.4

100.0

6,039

△1,837,966

140,184

68,123

△21,033

19,024

35,217

66,786

48,712

218,637

24,945

21,232

0

△1,210,100

5.7

△39.3

4.9

5.7

△61.8

3.2

17.2

6.1

8.6

31.0

58.0

1.2

△8.8

（単位：千円、％）

 1 　議会費

 2 　総務費

 3 　民生費

 4 　衛生費

 5 　労働費

 6 　農林水産業費

 7 　商工費

 8 　土木費

 9 　消防費

10　教育費

11　災害復旧費

12　公債費

13　予備費

　　　計
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▼人口は平成27年3月31日現在の24,369人で算出しています。

▼人口は平成27年3月31日現在の 24,369人で算出しています。

（１）１人あたりの町税負担額

（３）一般会計歳入歳出構成比       

当初予算額  125億8,390万円
歳　入 歳出（性質別）

２　一般会計当初予算における住民１人あたりの町税負担額及び支出額

町民税

固定資産税

軽自動車税

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費4,578円

116,431円

122,079円

51,897円

534円

25,017円

9,847円

47,445円

25,209円

37,868円

2,790円

70,643円

2,052円

１人あたりの支出合計額　

1,076,000千円

1,163,366千円

66,600千円

町税
（19.4%）

24億4,332万2千円

地方交付税
（38.4%）

48億3,000万円

国・県支出金
（17.7%）

22億3,086万円

44,154円

47,740円

2,733円

（２）１人あたりの支出額（目的別）

たばこ税

入湯税等

合      計

127,000千円

3,996千円

2,436,962千円

5,212円

164円

100,003円

３　特別会計当初予算の概況        
平成27年度予算額（A） 平成26年度予算額（B） 増減額（A）－（B） 増減率

204,630

2,811

3,677,348

71,812

362,245

2,884,957

407,897

472,100

51,047

208,005

46,982

208,665

2,775

3,354,849

76,241

360,723

2,777,247

399,877

419,549

51,563

193,000

47,238

△4,035

36

322,499

△4,429

1,522

107,710

8,020

52,551

△516

15,005

△256

△1.9

1.3

9.6

△5.8

0.4

3.9

2.0

12.5

△1.0

7.8

△0.5

（単位：千円、％）

水資源対策

墓地公園事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険

特別養護老人ホーム

下水道事業

農業集落排水事業

簡易水道事業

天王地区汚水処理施設事業

会　　計　　名

区　　　分 当初予算額 １人あたり 区　　　分 当初予算額 １人あたり

516,390円 

町債（10.2%）
12億7,890万円

諸収入・使用料・その他
（14.3%）

18億81万8千円

災害復旧費（0.6%）
7,304万2千円

予備費（0.4%）
5,000万円

扶助費（11.3%）
14億2,180万7千円

人件費（15.9%）
20億425万8千円

公債費（13.9%）
17億2,150万6千円

物件費（14.8%）
18億6,677万円

維持修繕費（1.2%）
1億5,871万8千円

補助費等（16.4%）
20億7,068万8千円積立金

（0.6%）
7,579万7千円

繰出金（9.4%）
11億8,414万5千円

普通建設費
（15.5%）

19億5,663万9千円
投資及び出資金・
貸付金（0.0%）

53万円

南上水水系・公園町水系

平成27年6月分 いの町上水道水質検査結果
※いの町公式ホームページにも掲載しています。 

法
令
９
項
目

一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
有機物
ＰＨ値
味

臭　　気
色　　度
濁　　度

単位
/mL
̶
mg/L
mg/L
̶
̶
̶
度
度

基準値
100以下

検出されないこと
200以下
3以下

5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5以下
2以下

伊野南
0

検出せず
3.9 

0.3未満
6.9 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満

伊野
0

検出せず
2.4 

0.3未満
7.5

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満

鎌田水系

法
令
９
項
目

法
令
外

一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
有機物
ＰＨ値
味

臭　　気
色　　度
濁　　度
鉛、化合物
鉄、化合物
マンガン

単位
/mL
ー
mg/L
mg/L
ー
ー
ー
度
度
mg/L
mg/L
mg/L

基準値
100以下

検出されないこと
200以下
3以下

5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5以下
2以下
0.01以下
0.3以下
0.05以下

天神地区
0

検出せず
2.9 

0.3未満
7.0 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

池ﾉ内地区
0

検出せず
2.8 

0.3未満
7.0

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

枝川地区
1

検出せず
2.7 

0.3未満
7.1 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

　町民の皆さんに「健康」に関心をもっていただくことを目的に、『第11回いの町健康まつり』への参加団体
を募集します。

　広く「健康」をテーマとします。子どもから高齢者まで幅広く参加できるイベントを通して、若年層から生
活習慣改善について関心を高め、自分や家族の「健康」をともに守ることができるよう意識の高揚を図ります。

1.募集（参加）要件
　（1）町の開催趣旨やテーマにそった内容で事業を行うことができること
　（2）自らが主体となって事業を行う団体であり、団体間の協力・協調に努めることができること
　（3）町内に拠点を持って活動している団体であること
　（4）物品販売、勧誘などの活動を営業目的で行わないこと
　　※上記要件を満たした団体の中から事業内容を精査し、選考及び決定をさせていただきます。

2.募集団体数 若干数
3.開催日時 10月18日（日）10：00～14：00ごろ（予定）
 予備日（なし）
4.会場 すこやかセンター伊野（いの町1400番地）
5.参加料 無料（ただし、設営などにかかる費用は各自負担）
6.参加方法(例) ①体験コーナーなど来場者参加型イベント
 ②啓発作品やパネルなどの展示　　　　など
7.申込期限 8月10日（月）17：00まで
8.主催 いの町健康づくり推進協議会・いの町
9.注意事項 事業内容が開催趣旨から外れるなど、参加要件を
 満たさないと判断した場合は、参加をお断りする
 場合があります。

健康キャラクター
「トク4（フォー）レンジャー」です！

よろしくお願いします。

◆ 申込・問い合わせ ◆  ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）　　893－3811

☆参加団体募集☆
～『いの町健康まつり』に参加してみませんか～

◆開催趣旨・テーマ◆
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534円
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2,790円

70,643円

2,052円

１人あたりの支出合計額　

1,076,000千円

1,163,366千円
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町税
（19.4%）

24億4,332万2千円

地方交付税
（38.4%）

48億3,000万円

国・県支出金
（17.7%）

22億3,086万円

44,154円

47,740円
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（２）１人あたりの支出額（目的別）
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合      計

127,000千円

3,996千円

2,436,962千円

5,212円

164円

100,003円

３　特別会計当初予算の概況        
平成27年度予算額（A） 平成26年度予算額（B） 増減額（A）－（B） 増減率

204,630
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3,677,348
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2,884,957
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208,005
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雨
の
明
け

片
岡
　
包
女

（
評
）
包
女
さ
ん
は
難
聴
者
で
あ
る
。
人
と
の

会
話
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
実

は
私
も
加
齢
と
共
に
難
聴
と
な
り
、
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器
の

お
世
話
に
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て
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で
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数
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る
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に
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労
が
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包
女
さ
ん
は
親
し
い
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に
は
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に
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を
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け
て
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ら
っ
て
の
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の
会
話
で
あ
る
。
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々
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生
活

で
対
等
に
会
話
が
で
き
な
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の
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仕
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江
戸
時
代
に
は
紙
を
張
っ
た
日
傘
が
流
行
し

た
そ
う
で
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
西
洋
か
ら
パ

ラ
ソ
ル
と
し
て
伝
わ
っ
た
。
絵
日
傘
は
絵
の
模

様
の
あ
る
美
し
い
も
の
や
刺
繍
を
し
た
り
縁
飾

り
な
ど
装
飾
性
の
高
い
も
の
で
、
和
装
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

○
唐
寺
を
出
る
真
白
な
日
傘
か
な　

有
馬
　
朗
人

夕
顔
の
開
花
に
合
わ
す
散
歩
か
な

竹
﨑
た
か
ひ
ろ

（
評
）
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
体
力
、
健
康
維

持
や
気
分
転
換
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の

人
が
朝
や
夕
方
や
っ
て
い
る
。
作
者
も
そ
の
い

ず
れ
か
の
目
的
で
や
っ
て
い
る
。
夕
方
「
夕
顔
」

の
開
花
の
時
間
に
合
わ
せ
て
散
歩
に
出
か
け
る

の
で
あ
り
、
開
花
の
時
間
に
合
わ
す
発
想
で
あ

る
。

　
夕
顔
は
ア
フ
リ
カ
の
原
産
で
同
じ
科
の
ひ
ょ

う
た
ん
は
そ
の
変
種
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の

「
夕
顔
」
は
、
は
か
な
く
美
し
い
物
語
で
、
王

朝
貴
族
の
心
を
捉
え
た
そ
の
優
雅
さ
は
今
も
な

お
人
々
の
心
を
打
つ
。

○
夕
顔
の
一
つ
の
花
に
夫
婦
か
な

富
田
　
風
生

　梅
雨
晴
間
根
付
き
し
枝
の
鼓
動
か
な

田
蔦
恵
美
子

（
評
）
6
月
、
梅
雨
の
時
期
に
は
い
ろ
い
ろ
な

花
木
の
挿
木
に
絶
好
の
季
節
で
あ
る
。
雨
が
降

り
湿
気
の
多
い
時
期
で
植
物
の
成
長
す
る
季
節

で
も
あ
る
。
作
者
は
何
の
花
木
の
挿
木
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
根
付
い
て
お
り
枝
か
ら

芽
も
出
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
様
子
を
鼓
動
と

感
じ
、
よ
く
根
付
い
て
く
れ
た
と
の
感
動
で
あ

る
。
物
を
見
た
ま
ま
で
な
く
、
枝
の
鼓
動
で
す

ば
ら
し
い
句
と
な
っ
た
。

○
梅
雨
晴
間
焼
き
む
す
び
な
ど
匂
は
せ
て
　

星
野
麦
丘
人

　
　二
句
抄

梅
雨
一
日
写
経
の
筆
を
湿
ら
せ
り 

大
川
　
節
弥

庭
草
の
伸
び
る
が
ま
ま
に
梅
雨
に
入
る

短
夜
の
眠
り
の
神
に
見
離
さ
れ 

津
田
　
久
美

額
の
花
夕
べ
の
色
と
な
り
に
け
り

二
つ
三
つ
西
瓜
の
雌
花
宝
物 

森
岡
　
照
月

競
い
合
う
レ
ー
ス
の
如
く
花
南
瓜

今
し
ば
し
孤
独
な
り
け
り
梅
雨
の
月 

小
野
川
町
子

生
き
て
い
る
こ
と
の
仕
合
せ
杜
鵑
花
咲
く

青
梅
の
木
陰
に
憩
い
眺
む
雲 

川
村
　
博
子

ゆ
さ
ゆ
さ
と
影
を
写
し
て
谷
卯
木

河
鹿
笛
寡
黙
と
な
り
朝
餉
か
な 

國
田
　
貞
子

自
転
車
の
若
き
笑
顔
や
衣
更

青
葉
切
る
庭
師
の
鋏
影
も
切
る 

刈
谷
　
志
津

点
点
と
里
の
灯
と
も
る
河
鹿
鳴
く

父
の
日
の
酒
は
昔
よ
今
は
菓
子 

岡
村
　
嘉
夫

老
い
る
と
は
制
約
多
し
冷
奴

背
伸
し
て
鏡
ふ
く
朝
黴
兆
す 

田
蔦
恵
美
子

蒔
か
ず
と
も
狭
畑
を
し
め
て
紫
蘇
か
お
る 

片
岡
　
包
女

よ
く
笑
ふ
人
来
て
よ
き
日
濃
紫
陽
花 

間
　
　
浩
太

十
薬
を
煎
じ
て
飲
ま
そ
安
保
法 

竹
崎
た
か
ひ
ろ

蜿
豆
飯
し
お
加
減
も
よ
し
母
の
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友
草
　
水
月

音
も
な
く
夜
光
の
秒
針
明
け
易
し 

　
　
名
　
句
　
鑑
　
賞 

　
　
　
　
水
月

や
れ
打
つ
な
蝿
が
手
を
す
り
足
を
す
る小

林
一
茶

　
一
茶
の
俳
句
は
人
間
生
活
に
関
係
し
て
い
る

句
が
多
い
。
こ
の
句
も
有
名
で
多
く
の
人
に
覚

え
ら
れ
て
い
る
句
で
あ
る
。
蝿
が
前
肢
や
後
肢

を
す
り
合
わ
せ
る
し
ぐ
さ
が
人
間
が
拝
ん
で
命

乞
い
を
し
て
い
る
姿
に
似
て
い
る
の
で
、
は
っ

と
し
て
蝿
を
打
つ
手
を
止
め
た
と
い
う
の
で
あ

る
。「
や
れ
打
つ
な
」
は
自
分
に
言
い
か
け
た

言
葉
で
あ
る
。

○
雀
の
子
そ
こ
の
け
そ
こ
の
け
お
馬
が
通
る

○
や
せ
蛙
負
け
る
な
一
茶
是
に
あ
り

○
我
と
来
て
遊
べ
や
親
の
な
い
雀

　
こ
の
よ
う
に
理
屈
や
教
訓
的
で
あ
り
面
白

く
覚
え
や
す
い
た
め
有
名
に
な
っ
た
が
皆
秀

句
で
は
な
い
。
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◆第30回紙とあそぼう作品展
　8月23日（日）まで開催中
子どもたちに「紙」を身近に感じて
もらおうと毎年開催している「紙
とあそぼう作品展」。今年も全応
募作品を一堂に展示します。

◆土佐和紙でつづる「芭蕉」
　8月1日（土）～8月13日（木）
小中高校生から大人までの和紙に
親しむグループ（南国市　西森悦
子さん主宰）が、土佐和紙を使っ
て創作した作品を展示します。

◆吉川染工房の仕事と絵金展
　8月2日（日）～8月30日（日）
香南市「吉川染工房」の展示会で
す。土佐和紙を使った手描きの土
佐凧や、高知県独特のフラフ、吉
川家所蔵の絵金の白描画などを展
示します。また、タペストリーや
オリジナルタオル、白描画のポス
トカードなどの販売もあります。

◆竹良新作展
　8月15日（土）～8月30日（日）
和風照明器具の「竹良」が丁寧な
手仕事で作りあげた、和紙と竹細
工の照明を展示販売します。会期
中は、ミニランプを作る教室を開
催します。

◆一生一度の挑戦
　8月1日（土）～8月16日（日）
土佐市、井上輝敏さんの展示会で
す。自作の消しゴム版画で表現し
た絵手紙や石絵など約500点を展
示します。期間中、毎日「消しゴ
ムはんこ作り教室」（無料）も開
催します。

◆第2回　山草展
　8月20日（木）～8月31日（月）
山野草保存会の展示会です。山野
草、シダ、カンアオイ、野生蘭な
ど合わせて約100点を展示販売し
ます。

◆古布・着物リメイク展示即売展
　9月2日（水）～9月6日（日）
高知市、井本さんご夫婦の展示会
です。古布や着物で作った世界に
一つしかないリメイク洋服を中心
にバッグ、焼物、油絵など約250
点を展示販売します。

◆初秋のちょっと楽しい手作りいろ・色展
　9月9日（水）～9月12日（土）
南の風グループ5名による展示会
です。ちょっとおしゃれな普段着
をテーマに天然素材・着物素材を
使った洋服・布小物、アクセサリ
ーなど約80点、素材としての着物、
反物、帯など約50点を展示販売し
ます。

紙の博物館

●開館時間　9：00～17：00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）

■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場
できるお得な年間観覧券（1,500
円）販売中
■龍馬パスポート・高知家プレミアム
旅行券参加施設です。

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

8月・9月の催し物

広報いの 2015 8月号  2223  広報いの 2015 8月号

◆土佐和紙・礼賛「和紙造形」展
　9月5日（土）～9月27日（日）
ペーパーアーティスト原豊喜氏に
よる造形作品約20点を展示します。

◆開館30周年記念　
　伊藤神谷「書の世界」展3
　9月5日（土）～10月4日（日）
いの町名誉町民伊藤神谷の書のう
ち、新たに額装した作品を展示し
ます。

◆橋雅会書展
　9月5日（土）～10月4日（日）
書家伊藤神谷の足跡から書を学ぶ
「橋雅会」会員の作品を展示します。

作　品　募　集
■手づくり紙芝居コンクール
募集締切　　　　  11月29日（日）
本選及び表彰式　　 1月17日（日）
参加料　無料
自作自演の手づくり紙芝居コンク
ールを開催します。子どもからお
年寄りまで楽しめる紙芝居を作っ
てみませんか？予選通過者には、
本選で実演していただきます。詳
細は、紙の博物館ホームページを
ご覧ください。

開館30周年記念連続講演会のご案内
紙の博物館開館30周年を記念して、
紙に関する全5回の連続講座を開
催します。
第2回「土佐和紙の魅力」
日時：9月2日（水）14:00～15:30
講師：手すき職人
ロギール　アウテンボーガルト氏
私は土佐の豊かな自然・人・文化
を背景とした紙作りに感動して以
来、34年間原料栽培からの和紙作
りに取り組んできました。その中
で感じた土佐和紙の魅力について
お話しさせていただきます。
定員　30名

※講演の聴講には大人500円（高
校生以下100円）の紙の博物館入
場料が必要です。3回以上入館さ
れる予定の方には、お得な年間観
覧券の購入をお勧めします。

い
の
流
水
俳
壇

ひ
と

う
つ
ぎ

さ
つ
き

か
び

さ
ば
た

ほ
と
ん

和紙とあそぼう
ワークショップ

塩が和紙の上で踊りだし、不思議
な模様を生む、有機的なアート
“塩ペインティングのピラミッド”

和紙とインクと塩で
アート作品を作ってみよう！
講　師：岩下龍太
日　時：8月16日（日）13：30～
対　象：小学生
参加費：200円
申　込：紙の博物館まで電話で
お申し込みください。



友
草
　
水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

親
し
さ
の
耳
に
口
寄
す
梅
雨
の
明
け

片
岡
　
包
女

（
評
）
包
女
さ
ん
は
難
聴
者
で
あ
る
。
人
と
の

会
話
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
実

は
私
も
加
齢
と
共
に
難
聴
と
な
り
、
補
聴
器
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
多
人
数
の

会
や
講
演
会
な
ど
殆
ど
駄
目
で
あ
る
。
毎
日
の

生
活
の
中
で
人
に
は
分
か
ら
な
い
苦
労
が
あ
る
。

包
女
さ
ん
は
親
し
い
人
に
は
耳
に
口
を
近
づ
け
て

も
ら
っ
て
の
日
常
の
会
話
で
あ
る
。
日
々
の
生
活

で
対
等
に
会
話
が
で
き
な
い
の
は
悔
し
い
が
仕

方
が
な
い
。
包
女
さ
ん
は
高
齢
で
あ
る
が
車
も

運
転
し
、
毎
月
の
句
会
に
も
出
席
さ
れ
人
一
倍

熱
心
で
も
あ
る
。
高
新
の
俳
壇
に
も
度
々
入
選

さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
み
ん
な
包
女
さ
ん
に
力

を
も
ら
い
前
向
き
に
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

○
砂
浜
に
棒
ひ
と
つ
立
て
梅
雨
明
け
ぬ

平
井
　
照
敏

　そ
の
人
の
幸
せ
ひ
か
る
白
日
傘

間
　
　
浩
太

（
評
）
今
年
は
6
月
と
い
う
の
に
夏
日
（
25
度

以
上
）、
真
夏
日
（
30
度
以
上
）
の
暑
さ
が
各

地
で
み
ら
れ
た
。
掲
句
は
日
傘
を
さ
し
て
い

る
女
性
が
幸
福
そ
う
に
光
っ
て
見
え
た
と
詠

ん
で
い
る
。
特
に
夏
の
外
出
に
は
必
要
な
日

傘
で
あ
る
。
日
焼
け
を
防
ぎ
暑
さ
を
凌
い
で

熱
中
症
か
ら
体
と
健
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を
守
る
日
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あ
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。
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に
は
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日
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し
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そ
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で
、
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治
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西
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パ
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と
し
て
伝
わ
っ
た
。
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日
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模
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も
の
や
刺
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を
し
た
り
縁
飾

り
な
ど
装
飾
性
の
高
い
も
の
で
、
和
装
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
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を
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有
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の
開
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に
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わ
す
散
歩
か
な

竹
﨑
た
か
ひ
ろ

（
評
）
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
体
力
、
健
康
維

持
や
気
分
転
換
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の

人
が
朝
や
夕
方
や
っ
て
い
る
。
作
者
も
そ
の
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ず
れ
か
の
目
的
で
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て
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。
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で
あ
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で
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。
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フ
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カ
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の
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は
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で
あ
る
。
源
氏
物
語
の

「
夕
顔
」
は
、
は
か
な
く
美
し
い
物
語
で
、
王

朝
貴
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の
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◆第30回紙とあそぼう作品展
　8月23日（日）まで開催中
子どもたちに「紙」を身近に感じて
もらおうと毎年開催している「紙
とあそぼう作品展」。今年も全応
募作品を一堂に展示します。

◆土佐和紙でつづる「芭蕉」
　8月1日（土）～8月13日（木）
小中高校生から大人までの和紙に
親しむグループ（南国市　西森悦
子さん主宰）が、土佐和紙を使っ
て創作した作品を展示します。

◆吉川染工房の仕事と絵金展
　8月2日（日）～8月30日（日）
香南市「吉川染工房」の展示会で
す。土佐和紙を使った手描きの土
佐凧や、高知県独特のフラフ、吉
川家所蔵の絵金の白描画などを展
示します。また、タペストリーや
オリジナルタオル、白描画のポス
トカードなどの販売もあります。

◆竹良新作展
　8月15日（土）～8月30日（日）
和風照明器具の「竹良」が丁寧な
手仕事で作りあげた、和紙と竹細
工の照明を展示販売します。会期
中は、ミニランプを作る教室を開
催します。

◆一生一度の挑戦
　8月1日（土）～8月16日（日）
土佐市、井上輝敏さんの展示会で
す。自作の消しゴム版画で表現し
た絵手紙や石絵など約500点を展
示します。期間中、毎日「消しゴ
ムはんこ作り教室」（無料）も開
催します。

◆第2回　山草展
　8月20日（木）～8月31日（月）
山野草保存会の展示会です。山野
草、シダ、カンアオイ、野生蘭な
ど合わせて約100点を展示販売し
ます。

◆古布・着物リメイク展示即売展
　9月2日（水）～9月6日（日）
高知市、井本さんご夫婦の展示会
です。古布や着物で作った世界に
一つしかないリメイク洋服を中心
にバッグ、焼物、油絵など約250
点を展示販売します。

◆初秋のちょっと楽しい手作りいろ・色展
　9月9日（水）～9月12日（土）
南の風グループ5名による展示会
です。ちょっとおしゃれな普段着
をテーマに天然素材・着物素材を
使った洋服・布小物、アクセサリ
ーなど約80点、素材としての着物、
反物、帯など約50点を展示販売し
ます。

紙の博物館

●開館時間　9：00～17：00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）

■販売コーナーは、入場無料です。
■購入日から1年間、何度でも入場
できるお得な年間観覧券（1,500
円）販売中
■龍馬パスポート・高知家プレミアム
旅行券参加施設です。

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

8月・9月の催し物
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◆土佐和紙・礼賛「和紙造形」展
　9月5日（土）～9月27日（日）
ペーパーアーティスト原豊喜氏に
よる造形作品約20点を展示します。

◆開館30周年記念　
　伊藤神谷「書の世界」展3
　9月5日（土）～10月4日（日）
いの町名誉町民伊藤神谷の書のう
ち、新たに額装した作品を展示し
ます。

◆橋雅会書展
　9月5日（土）～10月4日（日）
書家伊藤神谷の足跡から書を学ぶ
「橋雅会」会員の作品を展示します。

作　品　募　集
■手づくり紙芝居コンクール
募集締切　　　　  11月29日（日）
本選及び表彰式　　 1月17日（日）
参加料　無料
自作自演の手づくり紙芝居コンク
ールを開催します。子どもからお
年寄りまで楽しめる紙芝居を作っ
てみませんか？予選通過者には、
本選で実演していただきます。詳
細は、紙の博物館ホームページを
ご覧ください。

開館30周年記念連続講演会のご案内
紙の博物館開館30周年を記念して、
紙に関する全5回の連続講座を開
催します。
第2回「土佐和紙の魅力」
日時：9月2日（水）14:00～15:30
講師：手すき職人
ロギール　アウテンボーガルト氏
私は土佐の豊かな自然・人・文化
を背景とした紙作りに感動して以
来、34年間原料栽培からの和紙作
りに取り組んできました。その中
で感じた土佐和紙の魅力について
お話しさせていただきます。
定員　30名

※講演の聴講には大人500円（高
校生以下100円）の紙の博物館入
場料が必要です。3回以上入館さ
れる予定の方には、お得な年間観
覧券の購入をお勧めします。

い
の
流
水
俳
壇
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う
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さ
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き

か
び

さ
ば
た

ほ
と
ん

和紙とあそぼう
ワークショップ

塩が和紙の上で踊りだし、不思議
な模様を生む、有機的なアート
“塩ペインティングのピラミッド”

和紙とインクと塩で
アート作品を作ってみよう！
講　師：岩下龍太
日　時：8月16日（日）13：30～
対　象：小学生
参加費：200円
申　込：紙の博物館まで電話で
お申し込みください。
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図書館だより図書館だより
新しく入った本

図書館では書籍だけではなく、
雑誌も貸し出しができます。
最新号は閲覧のみです。

8 月
下記のほかにもあります。

みんなぁで集えば、体も脳も若ガエル！
～身近な集いの場で認知症予防～
町内で実施した調査で、次の２つを満たしている方はそうでない方に比べて
認知症になる可能性が大変低くなるという結果が出ました。
さあ、これから身近な集いの場へ出かけて、認知症予防を始めませんか。

おススメ！「身近な集いの場」

①るんるん若ガエル体操
町内74か所で活動中！運動不足も解消でき、一石二鳥

②ミニデイサービス
ご近所さん手作りの集いの場。会食も楽しめます！

③料理で認知症予防
献立作りや調理で脳のトレーニング

天王コミュニティセンターで月２回活動中

あなたの脳が若ガエル教室あなたの脳が若ガエル教室

参考：平成21年度「いの町元気度調査」結果より

元気でいきいき
暮らしたい～の No.16

認知症になるリスクが
１/３～１/２に減る！

①週に１回以上は外出する
②月に１回以上、会う又は連絡をとる
　友人や近隣者が２人以上いる

　認知症は脳の機能が低下し、日常生活にお
いて支障が出てくる病気ですが、その発症や
進行は、日々の生活習慣と大きく関係してい
ます。自分の脳の状態を知り、早期から認知
症予防を始めませんか。
■対象者
1回目／65歳～79歳までで、要介護認定及び

認知症の診断を受けておらず、2回
目も参加できる方

2回目／どなたでも参加できます
■場　所　すこやかセンター伊野　大会議室
■定　員　1回目のみ20名（先着順　要予約）
■受講料　無料

■日時・内容（2回コース）
1回目／9月7日（月）10：00～
　ファイブ・コグ検査（45分間のテスト形
式）で脳の状態を知り、あなたに合った脳
の鍛え方を知ろう。
　（認知症の診断をする検査ではありません。）
2回目／9月14日（月）10：00～
　講話「認知症予防につながる生活習慣につ

いて」
　　　　すぐに始められる予防方法を学ぼう。
　講師　仁淀病院　宮野伊知郎  医師
■申込受付　
　8月10日（月）9：00から9月4日（金）
17：00まで、電話で受付。申し込みは、ほ
けん福祉課内地域包括支援センター（　893
－0231）まで

✿ くつしたのあな ✿

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

問い合わせ

【小説】

【児童】

・踊り子と探偵とパリを（小路　幸也 著／文藝春秋）
・煩悩の子（大道　珠貴 著／双葉社）
・あなたが消えた夜に（中村　文則 著／毎日新聞出版）
・中島ハルコの恋愛相談室（林　真理子 著／文藝春秋）

・そらまめくんのあたらしいベッド（なかやみわ 作／小学館）
・世界遺産になった和紙　1　－世界にほこる日本の和紙－（新日本出版社）
・自転車まるごと大事典（理論社）
・ジャングル・ブック（ラドヤード・キプリング 作・三辺　律子 訳／岩波書店）

・かき氷－天然氷をつくる－（岩崎書店）
・ベッツィ・メイとこいぬ
　（イーニッド・ブライトン 作・
　  ジョーン・G・トーマス 絵／岩波書店）

【ノンフィクション・その他】
・ペストの歴史（宮崎　揚弘 著／山川出版社）
・家族という病（下重　暁子 著／幻冬舎）
・シベリア抑留－日本人はどんな目に遭ったのか－
　（長勢　了治 著／新潮社）

・中年だって生きている（酒井　順子 著／集英社）
・向田邦子おしゃれの流儀（向田　和子 編／新潮社）
・キケロ－もうひとつのローマ史－
　（アントニー・エヴァリット 著　高田　康成 訳／白水社）

・ちゃんぽん食べたかっ！（さだまさし 著／NHK出版）
・ふたり姉妹（瀧羽　麻子 著／祥伝社）
・ラプラスの魔女（東野　圭吾 著／ KADOKAWA）

　火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
　木曜日…本川地区
　週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
お手数をお掛けしますがご確認の上、ご利用ください。
　　　　　　　　 850－4360

●休館日の返却はブックポストをご利用ください。本館は正面玄関、枝川分室は入口に設置しています。
●いの町立図書館の本などは、本館・枝川分室どちらでも返却できます。
●図書館ホームページ　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/　（図書の検索・Web予約※ができます。）
　※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　＊サーバメンテナンス作業のため、毎朝４：00～４：30までホームページの閲覧、ＷＥＢ予約ができません。ご了承ください。

　家庭や地域で読み聞かせをされている方や、これから読み聞
かせを始めようとされる方を対象に勉強会を実施しています。
どんな本を選んだらいいのか分からない、といった疑問にもお
答えします。是非、お気軽にご参加ください。予約は不要です。

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【0～3歳児・保護者対象】
　絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽し
みませんか？是非、お気軽にご参加ください。

　吾北中央公民館図書室、本川新郷土館では、町
立図書館の小説、ノンフィクション、料理、健康
の本などあらゆるジャンルの書籍を随時50冊貸し
出ししています。是非ご利用ください。

◇夏の絵本を展示しています◇
7月から引き続き、自由研究の本や課題図書の展示を
行うと同時に夏の絵本の展示を行っています。

＊カウンターに返却ボックスを置いています。お急ぎの方はお入れください。

いの町立図書館・本館 いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　　850－4360　
開館時間…9：30～18：00
8月の休館日…月曜日、28日（館内整理日）

住所…いの町枝川2462番地　　850－4350
開館時間…9：30～18：00
8月の休館日…月・水・金・日曜日

◆図書館バスの運行について◆ 吾北地区・本川地区の方へお知らせ巡回場所

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

8月7日（金）
10：00～11：00
☆毎月第１金曜日☆

8月18日（火）　10：30～11：00
☆毎月第3火曜日☆

～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～

8月15日（土）　14：30～15：00
☆毎月第3土曜日☆

✿ くつしたのあな ✿✿ くつしたのあな ✿

～今月はお月さまに関する本を紹介していきます～

参加
してみよう
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✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

問い合わせ

【小説】

【児童】
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　  ジョーン・G・トーマス 絵／岩波書店）
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●図書館ホームページ　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/　（図書の検索・Web予約※ができます。）
　※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　＊サーバメンテナンス作業のため、毎朝４：00～４：30までホームページの閲覧、ＷＥＢ予約ができません。ご了承ください。
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✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿
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✿ Peek a boo ✿
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✿ くつしたのあな ✿✿ くつしたのあな ✿

～今月はお月さまに関する本を紹介していきます～

参加
してみよう
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仁淀病院からのお知らせ仁淀病院からのお知らせ
　仁淀病院には、医療相談室・地域医療連携室があり、患者さんが安心して在宅復帰できるように支援してい
ます。介護保険や、医療費の経済的な心配事など、いつでも、お気軽に声をお掛けください。また、町民の皆
さんとの交流、健康管理へのお手伝いを担うために、当スタッフが地区の公民館や集会所などにお伺いして、
健康学習を行う『地域出前講座』を開催しています。ご要望などがございましたら、遠慮なくご連絡ください。
（※講座は無料です。）

看護師やリハビリスタッフが生活の場へ訪問し、住み慣れた地域や家庭で療養生活を送ることができるよう
支援させていただくサービスです。主治医から出された訪問看護指示書に基づいて、病状の観察や療養上の
ケア、生活に即したリハビリテーションなどを行います。

介護保険と医療保険の対応の違いは、疾患や年齢によります。
状態などにより、そのほか必要な加算がつきます。
詳しくお知りになりたい方、ご質問、ご相談などございましたらお気軽にお問い合わせください。

申込・問い合わせ
地域医療連携室　月～金曜日　８：３０～１７：１５
（直通）　８９２－６７７６　（代）　８９3－１５５１

地域医療連携室はボランティア「きずな」の窓口となっています。

訪問看護とは

介護保険ご利用の場合
看護師による訪問
リハビリスタッフによる訪問

看護師・リハビリ
スタッフによる訪問

１割負担の場合

4,390 円

２割負担の場合

8,790 円

訪問看護ステーション（仁淀病院 1階） 　893－0220

３割負担の場合

13,190 円

週に１回・１時間程度
3,280 円
3,340 円

医療保険ご利用の場合

訪問看護ステーションから訪問した場合の1か月（月4回）の利用料金の目安

仁淀病院ボランティア「きずな」の活動

雨の中、職員と一緒に草引きと花植え、
木の剪定をしていただきました。

5月26日、院内コンサート（演奏：マム・
レヴィーユ）のお手伝いをしていただきま
した。

警察署からのお知らせ 土佐警察署　　　 852 ー 0110
いの警察庁舎　　 893 ー 1234

第7回無事故・無違反ドライバーズテスト
「セーフティロード103（土佐）」参加チーム募集

高知県公安委員会感謝状の授与について
　長沢の山中義深さんが高知県公安委員会から感謝状を授与されました。
　山中さんには、警察署協議会委員として、いの警察署で5年間、統合後
の土佐警察署で1年間、署長の諮問に対し効果的な施策を積極的に答申す
るなど警察署の業務運営に多大なご協力をしていただきました。
　特に警察署統合に関しては積極的なご意見をいただき、歴代いの警察署
長・土佐警察署長も山中さんのご協力に深謝の次第でございます。
　6年間ありがとうございました。今後も、警察活動へのご理解とご協力
をよろしくお願いします。

土佐警察署長　筒井　浩司

台風災害に備えよう！！

土佐警察署協議会開催結果について

左から、島田公安委員、
山中義深さん、
筒井土佐警察署長

　台風は、広い範囲で大雨、暴風、高波などを発
生させ、大きな災害をもたらします。また、高潮、
竜巻、落雷などが発生する場合があります。
　台風から離れた地域でも、湿った空気の影響に
よる集中豪雨やうねりに警戒が必要です。
　動きの遅い台風は大雨や暴風が長時間続き、動
きの速い台風は風や雨が急に強まるなど、個々の
台風の特性によって、もたらされる災害の特性が
異なるため注意が必要です。

○台風の接近や上陸によって暴風雨になったら
１．外へ出ない
　台風の際は、建物内で通り過ぎるのを待つのが
基本です。通過しているときは、外へ出ないよう
にし、河川や用水路の見回りはやめましょう。

２．流れている水に近づかない
　河川や用水路の水があふれ、その周辺にも激し
い水の流れができることがあります。マンホール
や用水路のフタが開いているのに気付かず落ちて
しまうケースも多くあるため、雨が降っていると
きは近づかないようにしましょう。
３．山などの急な斜面には近づかない
　大雨による土砂災害の危険度が高まったとき、
土砂災害警戒情報が発表されることがあります。
土砂災害警戒情報が発表された場合は、すみやか
に避難するようにしましょう。発表されていなく
ても「斜面から小石が落ちてくる」「湧水がにご
る」などの前兆現象が見られた場合は、安全を確
保した上で避難するとともに、警察や消防、自治
体へ通報するよう、ご協力をお願いします。

　6月19日に土佐警察署協議会を開催しました。
　協議会では「逮捕術訓練の見学」及び「本川・三
瀬・新居駐在所の活動」について委員さんに紹介
し、駐在所に対するご意見・ご要望などを伺いまし
た。委員さんからは、
○駐在さんが地域の方の安全・安心を守ってくれて
助かっています。
○これからも、巡回連絡などで地域を回って防犯指
導や交通事故防止に努めてもらいたい。
などのご意見をいただきました。
　警察署協議会は、署長が警察活動に対する管内の

皆さんのご意見、ご要望、ご提案を幅広く聞き入
れ、警察署の運営に反映させることなどを目的とし
て各警察署に設置されています。土佐警察署では、
10名の方に委員を委嘱し、いの町では、枝川地区
の松原恒良さん、天王地区の広永普司さん、吾北地
区の深田秀さん、本川地区の増井千明さんの4名の
方が協議会委員として活動されています。
　今後も委員の皆さんのご意見などを反映させ、よ
り一層住民の皆さんのための警察として運営できる
ようにしていきたいと思いますのでご協力をよろし
くお願いします。

　運転者5人で1チームをつくり、チーム単位で9
月20日（日）から12月31日（木）までの103日
間において、無事故・無違反を競うイベントです。
　チーム内で一人でも事故や違反があればその
チームは失格となりますが、達成したチームの中
から抽選で賞品を贈呈します。交通事故防止と交
通マナー向上のために、職場やご近所の仲良しグ

ループなどで参加してみませんか。
▼募集受付期間　8月3日（月）～31日（月）
▼参加料　1チーム3,250円（1名あたり650円）
■問い合わせ
　いの警察庁舎又は交通安全協会いの支部
　　893－1234
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くお願いします。

　運転者5人で1チームをつくり、チーム単位で9
月20日（日）から12月31日（木）までの103日
間において、無事故・無違反を競うイベントです。
　チーム内で一人でも事故や違反があればその
チームは失格となりますが、達成したチームの中
から抽選で賞品を贈呈します。交通事故防止と交
通マナー向上のために、職場やご近所の仲良しグ

ループなどで参加してみませんか。
▼募集受付期間　8月3日（月）～31日（月）
▼参加料　1チーム3,250円（1名あたり650円）
■問い合わせ
　いの警察庁舎又は交通安全協会いの支部
　　893－1234



学校通信学校通信

川
内
小
学
校

き
ら
り
ん
☆
一
輪
車

　
5
月
24
日
、
晴
天
の
下
、
川
内
小
学
校

大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
こ
の
日
の
た
め
に
4
月
か
ら
体
育
の

時
間
に
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
学
習
に
取

り
入
れ
て
練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
一
輪
車
の
演
技
披
露
は
、
全
校
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
、
他
校
に
は
な
い
川

内
小
学
校
独
自
の
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
親
子
共
に
楽
し
み

な
時
間
で
す
。
1
年
生
は
一
輪
車
に
初
め

て
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
協
力
し

合
い
、初
め
て
の
素
晴
ら
し
い
演
技
を
し
、

た
く
さ
ん
の
拍
手
を
も
ら
い
ま
し
た
。
笑

顔
が
き
ら
り
ん
と
光
っ
て
い
ま
し
た
。

　
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
段
階
を
お
っ
て

上
達
し
て
い
き
、
2
、
3
年
生
か
ら
は
、
集

団
で
仲
間
と
手
を
つ
な
ぎ
、
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
や
大
車
輪
を
行
う
技
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
個
人
差
が
あ
り
、
今
回
は
出
場

し
な
か
っ
た
け
ど
あ
と
も
う
少
し
で
乗
れ

る
と
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
一
人
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
仲
間
と
手
を
つ
な
い
で
、
心

を
一
つ
に
し
、
大
技
に
挑
戦
し
ま
す
。
5

年
生
は
、一
輪
車
に
乗
っ
た
ま
ま
、キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
歓
声
が

わ
き
ま
し
た
。

　
6
年
生
は
、
大
人
と
同
じ
高
さ
の
一
輪

本
川
中
学
校

小
中
合
同
遠
足

　
4
月
28
日
に
、
長
沢
小
学
校
と
本
川
中

学
校
の
合
同
遠
足
を
行
い
ま
し
た
。
天
気

の
心
配
も
さ
れ
ま
し
た
が
雨
が
降
る
こ
と

も
な
く
、
外
で
活
動
す
る
の
に
は
最
高
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
午
前
は
児
童
会
と
生
徒
会
主
催
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
仲
間
同
士
の

絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
小
中
縦
割
り
班
で
仲
良
く
お
弁
当
を

食
べ
、
午
後
の
自
由
時
間
は
児
童
・
生
徒

と
教
職
員
の
入
り
交
じ
っ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
も
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
・
教
職
員
の

親
睦
が
深
ま
り
、
思
い
出
に
残
る
1
日
と

な
り
ま
し
た
。

田
植
え
体
験

　
5
月
28
日
に
、
追
手
前
高
校
吾
北
分
校

の
ご
厚
意
に
よ
り
田
植
え
を
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
裸
足
に
な
っ
て
苗
を
受
け

取
り
、
田
ん
ぼ
の
中
へ
。
初
め
て
の
泥
の

感
触
に
大
騒
ぎ
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　
一
列
に
並
ぶ
と
、
高
校
生
が
張
っ
て
く

れ
た
ロ
ー
プ
の
印
に
沿
っ
て
苗
を
植
え
て

い
き
ま
す
。
泥
で
体
や
服
が
汚
れ
る
こ
と

も
気
に
せ
ず
、
40
分
ほ
ど
で
緑
色
の
苗
の

頭
が
、水
の
上
に
き
れ
い
に
並
び
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
た
稲
は
餅
米
で
す
。
半
年
ほ

ど
高
校
生
が
育
て
て
く
れ
た
後
、
稲
刈
り

車
に
全
員
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

堂
々
と
し
た
大
技
を
一
人
ひ
と
り
が
披
露

し
、
満
面
笑
顔
で
演
技
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　
こ
こ
で
も
、
笑
顔
が
き
ら
り
ん
と
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　
お
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
降
り

続
い
て
い
た
雨
が
当
日
朝
す
っ
か
り
上
が

り
気
持
ち
の
良
い
運
動
会
で
し
た
。
多
く

の
声
援
に
支
え
ら
れ
、
満
足
感
い
っ
ぱ
い

の
き
ら
り
ん
☆
一
輪
車
で
し
た
。

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
年
末
の
餅
つ
き

大
会
に
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

広報いの 2015 8月号  2829  広報いの 2015 8月号

ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ

★地域のみんなが集うあったかい場所★

申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　 892－3151

子育て情報いの町ＨＰ ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

※妊婦さんと０歳児の親子対象
※毎週水曜日13:30～15:00　　　※予約不要
※小児科医と助産師への個別相談・母乳相談は事前に
　お申し込みください。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

なないろはぁと事業

お楽しみ会
★プール（乳児～小学低学年用）
　8月 5 日（水）10：00～11：00（毎週水・木）

★絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び
　8月 7 日（金）10：30～11：00

第2回　子育てを楽しむための家族ぐるみの講演会
★演題「子育てを楽しんでいますか？」
　　　　　　～響き合いの子育て・甘え子育て～
　9月 5 日（土）ぐりぐらひろば　13：30～15：00
　講師：認定NPO法人カンガルーの会
　　　　理事長　澤田　　敬　先生

第3回 子育て座談会
★仁淀病院小児科　倉繁先生への気軽な育児相談
　8月 7 日（金）13：00～13：50

第4回　ホッとママ講座
★食育講座Ⅲ　＝離乳食を作って一緒に食べよう＝
　9月10日（木）ぐりぐらひろば　9：45～12：00　
　講師：ほけん福祉課　管理栄養士　石黒　　圭

ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。

 8月・9月初旬行事予定 

【８月の内容】

【９月初旬の内容】

ダイナミックに遊んでくれるパパ♪
子どもたちみんなも元気になっちゃう★

中学2年生による
★乳幼児ふれあい体験★

☆高齢者との交流☆
体操に誘っていただきました♥

☆地域のボランティアさん☆
抱っこのぬくもりに
安心の子どもたち♥

　夏休み中の園児や小学生の姿に、小さい子どもたちからの憧れの眼差しが注がれています。
　また、ボランティアさんや健康センターを利用される高齢者の皆さんからのあたたかい見守りに包まれ、
親子の身近な人に対する親しみや信頼の気持ちも育つひろばになっています。地域の中で親子がともに育
ち合い、子どもたちとともに地域も育ついの町でありたいと願っています。

※行事への参加を希望される方は事前にお申し込みください。
　（ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。）
※詳しくは、ぐりぐらつうしんをご覧いただくか、直接お問い合
わせください。

12日（水）小児科医との座談会・個別相談
19日（水）ママとベビーのためのお話
26日（水）大人のための読み聞かせ

2日（水）ベビー＆ママヨガ・母乳相談
　　　　　　　♥乳幼児用おやつ試食
5日（土）第2回家族ぐるみの講演会
9日（水）小児科医との座談会・個別相談

てくてくひろば（現地集合・解散）
★図書館Peek a boo　※現地集合
　8月18日（火）10：30～11：00
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26日（水）大人のための読み聞かせ

2日（水）ベビー＆ママヨガ・母乳相談
　　　　　　　♥乳幼児用おやつ試食
5日（土）第2回家族ぐるみの講演会
9日（水）小児科医との座談会・個別相談

てくてくひろば（現地集合・解散）
★図書館Peek a boo　※現地集合
　8月18日（火）10：30～11：00



生涯学習係窓口へ直接又はお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　 8：30～17：15　　893－1922
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

広報いの 2015 8月号  3031  広報いの 2015 8月号

パソコン入門コースは、初めてパソコンを
触る方や、以前使っていたけど、もう一度基
礎から学習したい方向けの講座です。
マウス操作の基本・キーボード入力の基本
を中心にパソコンの基礎を学習します。

ワード2007～2013入門コースは、文書
作成ソフトであるワードソフトの基礎を学習
します。表現力のある文章や表の入った文
章、図を入れた文章などの作成をします。

エクセル2007～2013入門コースは、表
計算ソフトであるエクセルソフトの基礎を学
習します。エクセルでの文字や数字の入力や
グラフ作成、計算方法の基礎を学習します。

Windows操作・印刷からワード・エクセル
活用・アクセス基礎・デジカメ・LANネットワ
ーク基礎・インターネットとメール・etcの相
談室です。（C言語やVBAなどの言語関係・
CAD（図面ソフト）は除く。）そのほかの内
容については、予約のときに相談内容をお
願いします。

パソコン教室のご案内　9月開催予定講座

９ 月
予 定 表
各コース　定員：10名

9月締切日：8月25日（火）17:00
主　催：教育委員会事務局（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野 小会議室

申込方法

再受講などで、テキストをお持ちの方は、
申込時にご連絡ください。

注

パソコン個別相談室

パソコン入門コース

ワード入門コース

エクセル入門コース

インターネット活用コースは、初めてインタ
ーネットに挑戦してみようとされる方から便利
なページを紹介し活用方法まで行います。

インターネット活用コース

いの町観光協会からのお知らせ

たった一日だけ出現する幻想的な世界
津賀谷　棚田の火祭り

仁淀川で水切りの世界王者が決定！？
第12回　仁淀川国際水切り大会

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145
　893-1211　　893-1205

連絡及び問い合わせ
季節の情報や、最新イベント情報などは下記のHPでご確認ください。
ホームページ　http://Inofan.jp
ブログも見てください。http://blogs.yahoo.co.jp/Inokanko2006

いの町　観光 検索 クリック♪

　いの町の夏の風物詩の一つ、津賀谷で行われる棚田の火祭り。約千本以上の松
明がともり、幻想的な世界が広がります。
　一年に一度だけ出現する雰囲気のある夏の催しをお楽しみください。

　水切りとは、河原の石を川面に投げて、水の上を跳ねさせる「スポーツ」です。
　この仁淀川国際水切り大会は、仁淀川の河原で毎年開催しています。男性・女
性・子どもの計３部門で、美しさ・飛距離・回数の総合評価で順位を競います。
　昨年は県外の人が圧倒的な力で優勝！さて、今年はどうなるか！？この夏、あな
たも水切りの世界王者になれるチャンス。世界への扉を開きませんか？

【日時】8月22日（土）　※雨天時：8月23日（日）
　　　　開場：16：00～　閉会：21：00
【場所】いの町上八川津賀谷（旧中央小学校）
【持参物】懐中電灯
【備考】会場へは車での入場はできませんので、シャトルバスをご利用くだ
さい。なお、車は旧中央小学校校庭などに駐車してください。
【問い合わせ】吾北総合支所産業課　 867－2313

【日時】8月23日（日）　※小雨決行　9：00～16：00
【場所】いの町波川公園[仁淀川橋下の河原]
【参加料】大人500円・中学生以下300円
　　　　　当日参加：大人800円　中学生以下500円　※人数制限あり
【エントリー締切】8月16日（日）まで
【エントリー方法】
◆水切り大会チラシ（エントリーシート）にて
　FAXでお申し込みください　  893－3275　
※チラシ（エントリーシート）は、各観光施設に
　置いてありますので、ご確認ください。
◆ホームページから申し込みもできます。
　http://niyodoriver.com/mizukiri2015/
※川が荒れている場合は中止することがあります。
　開催可否は前日21：00までにHPで発表します。
【問い合わせ】NPO仁淀川お宝探偵団
　　　　　　　　090－7578－6172 （生野）

開催時間 受講料ほか 9月日程

パソコン入門　初めての方から

9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

使用可能パソコン持参 受講料 3,000円
テキスト    300円 9／  5（土）

予約がない場合は中止します

開催時間 受講料ほか 9月日程

ワード入門　使用ソフトWord2007～2013（基礎を学習）

9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円
Word2013用

9／12（土）

開催時間 受講料ほか 9月日程

パソコン個別相談室

パソコン個別相談室
※VBA＆CADなどは除く 受講料 1,000円

9／  6（日）
9／19（土）
9／27（日）

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 9月日程

エクセル入門　使用ソフトExcel2007～2013（基礎を学習）

9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円
Excel2013用

9／13（日）

申込1件1時間以内
10:00～16:00

無線LAN
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 9月日程

インターネット活用（便利な活用を学習）

10:00～15:00
4時間持込講座
昼休1時間含

受講料 2,000円
テキスト    300円 9／26（土）

訪問歯科診療のご案内
寝たきりなどの理由で通院できない方、認知症等で自分の歯みがきが不十分な方のため

に、自宅や施設でご希望に沿った歯科診療、口腔ケアを行っています。医療保険自己負担金

のみで交通費はいただいておりません。

いの町天王南2丁目1－1
（天王ニュータウンサンプラザ西隣） 891－6488 検索安光歯科

ハート型の石を探せ！！
ハート石コンテストも同時開催！
エントリー料：100円/個

大募集！大募集！
津賀谷棚田の火祭りの準備を手伝ってくれる方を大募集！！
イベント前日に棚田に松明をセットしてくれる方と、イベント当日
松明に火を点火してくれる方
◆高校生以上
◆定員になり次第締め切ります。
※保険などの関係もありますので、必ず事前にご連絡ください。
申込　いの町観光協会　 893－1211

豪華賞品
多数アリ！！

いの町観光協会でも
申込受付OK！！
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今月の主な内容
P.2　平成２７年度いの町職員採用試験案内
P.5　地震火災対策重点推進地域の指定（ＪＲ線北側伊野地区）
P.6　地震への備えはできていますか

広報いのは再生紙を使用し、
大豆インクで印刷しています。

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

1歳6か月児健診、7か月児健診は個別に通知します。

保健行事予定表9月8月 8/11～9/10
8月１日～10日の予定は広報7月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

 ● 総人口　24,342（24,815）人
 ● 男　性　11,581（11,805）人
 ● 女　性　12,761（13,010）人
 ● 世帯数　10,829（10,891）世帯

（住民基本台帳人口による）

平成27年6月末日現在（　）内は前年同月末日※散歩中のフンは必ず持ち帰り処理をしてください。

いの町上下水道組合    090－9555－6246

町県民税　2期
国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　2期

問い合わせ 
高知県中央西福祉保健所  0889－22－2588
環境課  893－1160
吾北総合支所住民福祉課  867－2300
本川総合支所住民福祉課  869－2112

犬･猫に関する相談窓口 いの町の人口今 月 の 納 税

上下水道休日当番
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※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・大腸・胃）
※健診は一年に一回となっています。

健診の申し込みは電話でお願いします。
申込受付期間（月～金曜日8：30～17：15）に、ほけん福祉課（　893－3811）までお申し込み
ください。

内　　容 日　程 場　　所 受付時間
8/18（火）
8/25（火）
9/  1（火）
9/  8（火）
8/20（木）
9/  3（木）

おやこっこたいむ
（育児相談）

1歳6か月児健診
7か月児健診

天王コミュニティセンター
総合健康センター（ぐりぐらひろば）
枝川コミュニティセンター
天王コミュニティセンター
すこやかセンター伊野
すこやかセンター伊野

内　容 実施日 実施場所 受付時間 電話申込受付期間
10/4（日）
10/5（月）
10/6（火）

8：00～10：00 9/7（月）～ 9/11（金）健診

 

9：30～9：50

13：00～14：30
13：00～14：00

　2（日）
　9（日）
16（日）
23（日）
30（日）

さ く ら 病 院
関 田 病 院
仁 淀 病 院
田村カルディオクリニック
森 木 病 院

893－5111
893－0047
893－1551
893－5712
893－0014

892－0296
893－0047
893－5111
893－1551
893－0047
879－0222
893－1551

　6（日）
13（日）
20（日）
21（月）
22（火）
23（水）
27（日）

高 岡 内 科
関 田 病 院
さ く ら 病 院
仁 淀 病 院
関 田 病 院
とんぼクリニック
仁 淀 病 院
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今月の写真：高知県総合防災訓練での航空自衛隊による傷病者搬送訓練の様子（下八川小学校）今月の写真：高知県総合防災訓練での航空自衛隊による傷病者搬送訓練の様子（下八川小学校）

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析


